
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 むかし ある月のきれいなばん まいばん あるばん ふゆ はる  

場所 山おくのいっけんや こやのうら いたの間 いたどのかげ 土間 

登場人物 おかみさん たぬき きこり 

場面 

出来事 いたずら わな 糸車をまわすまね わなにかかって にがして 糸車のまわる音 糸をつむいで 

つむぎおわると つみかさね そとにとび下り おどりながら 等 

場面の様子 山おくの一けんや 山の木のはがおちて きこりのふうふは、山奥のこやにもどってきました 

ほこりだらけのはずの糸車には、まきかけた糸までかかっています 等 

比喩 山のように 

人物像 
中心人物 た ぬ き：まいばんのように いたずら まいばんまいばん 

対人物 おかみさん：ふき出しそう にがして 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

た ぬ き：糸車をまわすまね つむぎおわると たばねて つみかさね とび下り おどりながら 

おかみさん：糸をつむいで 糸車をまわす にがして おどろきました びっくりして 等 

会話文 おかみさん：「いたずらもんだが、かわいいな。」「かわいそうに。わなになんか かかるんじゃないよ。」 

          「はあて、ふしぎな。どうしたこっちゃ。」 

修飾語 くりくりした目玉  くるりくるり こわごわ  そっとのぞくと  ちらりと見えました  ぴょこん ぴょんぴょこ等 

主題 たぬきの糸車 うれしくてたまらない 

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 人物や場面の対比・つながり、類推 

視点を変える 各登場人物の視点 

 

 

 【第２次】 

第２時 

○挿絵や本文を基に、たぬきの行動や気持ちを想像するこ

とができる。 

・たぬきが、きこりのふうふにしたことを想像する。 

 

第３時～第５時 

○挿絵や本文を基に、たぬきとおかみさんの行動や気持ち

を想像することができる。 

・糸車をまわすおかみさんと、そのまねをするたぬきの行動

や気持ちを想像する。 

・わなにかかったたぬきと、逃がしてあげたおかみさんの

行動と気持ちを想像する。 

・踊りながら帰っていくたぬきの気持ちやその理由を想像

する。 

・自分の考えをペアで伝え合ったり、全体で共有したりす

る。 

 【第１次】 

第１時 

○学習の見通しをもち、物語の大体を捉えることができる。 

・教師の範読を聞き、内容をつかむ。 

・単元の見通しをもつ。 

 【第３次】 

第６時～第８時 

○物語の好きなところを選び、工夫して音読することがで

きる。 

・好きな場面を選んで、文と絵を書き、音読する。 

・自分の選んだ場面の音読練習を行う。 

・音読発表をし、学習を振り返る。 

第１学年 国語科学習指導案 単 元 名 ： 「 す き な と こ ろ を み つ け よ う 」 教材名： 「たぬきの  糸車」 （光村図書） 
日時：令和６年１月２６日（金）  授業者：  

場所：１階１年１組教室        児  童：第１学年１組 ２９名 

学びに向かう力、人間性等 

 

①学習の見通しをもって読んだことを話し合い、すすんで読もうとする。 

②単元の学習を生かし、場面の様子に進んで着目し、好きな場面を音読しようとする。 

知識及び技能 

 

①語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読する

ことができる。（(1)ク） 

思考力、判断力、表現力等 

 

①場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉

えることができる。（C（１）イ） 

②場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像することができる。（C（１）エ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

○場面の様子や登場人物の行動を中心に読み進める。 

これまでの学習では、挿絵や会話文などを基に登場

人物の行動や気持ちを考えてきた。 

本教材では、たぬきの会話文が一つもない。そのた

め、季節や出来事の変化などを考えながら場面の様子

を捉えていく。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

○単元を通して着目する言葉に関わる行動を読み取る。 

場面の様子を表す叙述に着目し、本文には書かれて

いない行動、行動の理由を考えていく。おかみさんやた

ぬきの行動や気持ちの読み取りを重ねていくことで、た

ぬきの「うれしくて たまらない」様子を読み取っていく。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

○自分の考え→ペアでの対話→全体での共有 

自分の考えをもつことができるように、個の時間を十

分に確保する。また、動作化を通して、自分の考えをもっ

た後に、ペアで考えを伝え合う時間を設定する。ペアで

の伝え合いや学級全体での共有を通して、多様な考え

や意見があることに気付くことができる。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 

①学習の見通しをもって読んだことを話し合い、すすん

で読もうとしている。 

②単元の学習を生かし、場面の様子に進んで着目し、

好きな場面を音読しようとしている。 

知識及び技能 

①語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読して

いる。（(1)ク） 

 

思考力、判断力、表現力 

①場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を

捉えている。（C（１）イ） 

②場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像している。（C（１）エ） 

①（発言・ワークシート） 

単元を通して着目する言葉 

②（発言・ワークシート） 

①（音読） ②（音読・交流） 

 
単元の指導と評価の計画 

全８時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

 
見方（着目する言葉） 

①（交流・発言） 

 うれしくて たまらない 

①（音読） 



 

 

（１）本時のねらい 

・挿絵や本文を基に、たぬきとおかみさんの行動や気持ちを想像することができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・「糸車を まわす」という叙述に着目し、視点を変えることで、おかみさんとたぬきの行動や気持ちを想像する。 

 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全８時間扱いの第３時） 

見方 考え方 

本時では、たぬきやおかみさんの行動に着目し、場面を捉え

ていく。本教材は民話であり、「糸車」や「やぶれしょうじ」など

児童が普段から触れることがなくなっているものがあることか

ら、叙述のみでの動作化ではなく、実物を使いながらの動作

化をすることで、物語の世界観をより深く想像できるようにす

る。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時では、おかみさんが糸車をまわしているところを、たぬき

が二つの目玉を動かしながら興味深く見ている様子や糸車を

まわすまねをする様子を想像して動作化する。また、それを見

たおかみさんの行動を、叙述を基に想像したりすることで、お

かみさんが「いたずらもんだが、かわいいな。」と言った気持ち

を想像することができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、自分の考えをもつことができるように、個で考え

る時間を十分に確保する。自分の考えをもった後にはペアにな

り、互いの考えを伝え合う時間を設定する。ペアで互いの意見

を聞き合うことにより、同じ考えや違う考えに気付くことができ

る。さらに、その後、全体で考えを共有することで、多様な考え

や意見があることを知り、読みを広げることができる。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

  単元を通して着目する言葉を「うれしくてたまらない」に設定する。また、本時では「糸車をまわす」という言葉にも着目す

る。この言葉に着目することで、たぬきの行動をより具体的に想像し、おかみさんの行動やたぬきをかわいがる気持ちに気

付くことができると考える。 

（３）着目する言葉 
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❶「単元を通して着目する言葉」と「本時

で着目する言葉」を確認する。 

❺たぬきの行動とおかみ

さんの行動を捉える。 

❸前時の学習を基に、たぬきがいたずらをしたこ

とや、きこりがわなをしかけたことを確認する。 

❷本時のめあてを確認する。 

❽全体で交流する。 

❾本時の学習をまとめる。 ❻たぬきとおかみさんの

気持ちを考える。 

❹音読する。 

（P.７５L4～P.７７L7） 

❼ペアで交流する。 
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１年１組 

①（交流・発言） 
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②（発言・ワークシート） 

うれしくて  たまらない 

 

糸 車 を  ま わ す 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 むかし ある月のきれいなばん まいばん あるばん ふゆ はる  

場所 山おくのいっけんや こやのうら いたの間 いたどのかげ 土間 

登場人物 おかみさん たぬき きこり 

場面 

出来事 いたずら わな 糸車をまわすまね わなにかかって にがして 糸車のまわる音 糸をつむいで 

つむぎおわると つみかさね そとにとび下り おどりながら 等 

場面の様子 山おくの一けんや 山の木のはがおちて きこりのふうふは、山奥のこやにもどってきました 

ほこりだらけのはずの糸車には、まきかけた糸までかかっています 等 

比喩 山のように 

人物像 
中心人物 た ぬ き：まいばんのように いたずら まいばんまいばん 

対人物 おかみさん：ふき出しそう にがして 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

た ぬ き：糸車をまわすまね つむぎおわると たばねて つみかさね とび下り おどりながら 

おかみさん：糸をつむいで 糸車をまわす にがして おどろきました びっくりして 等 

会話文 おかみさん：「いたずらもんだが、かわいいな。」「かわいそうに。わなになんか かかるんじゃないよ。」 

          「はあて、ふしぎな。どうしたこっちゃ。」 

修飾語 くりくりした目玉  くるりくるり こわごわ  そっとのぞくと  ちらりと見えました  ぴょこん ぴょんぴょこ等 

主題 たぬきの糸車 うれしくてたまらない 

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 人物や場面の対比・つながり、類推 

視点を変える 各登場人物の視点 

 

 

 【第２次】 

第２時 

○挿絵や本文を基に、たぬきの行動や気持ちを想像するこ

とができる。 

・たぬきが、きこりのふうふにしたことを想像する。 

 

第３時～第５時 

○挿絵や本文を基に、たぬきとおかみさんの行動や気持ち

を想像することができる。 

・糸車をまわすおかみさんと、そのまねをするたぬきの行動

や気持ちを想像する。 

・わなにかかったたぬきと、逃がしてあげたおかみさんの

行動と気持ちを想像する。 

・踊りながら帰っていくたぬきの気持ちやその理由を想像

する。 

・自分の考えをペアで伝え合ったり、全体で共有したりす

る。 

 【第１次】 

第１時 

○学習の見通しをもち、物語の大体を捉えることができる。 

・教師の範読を聞き、内容をつかむ。 

・単元の見通しをもつ。 

 【第３次】 

第６時～第８時 

○物語の好きなところを選び、工夫して音読することがで

きる。 

・好きな場面を選んで、文と絵を書き、音読する。 

・自分の選んだ場面の音読練習を行う。 

・音読発表をし、学習を振り返る。 

第１学年 国語科学習指導案 単 元 名 ： 「 す き な と こ ろ を み つ け よ う 」 教材名： 「たぬきの  糸車」 （光村図書） 
日時：令和６年１月２６日（金）  授業者： 

場所：１階１年２組教室        児  童：第１学年２組 ２９名 

学びに向かう力、人間性等 

 

①学習の見通しをもって読んだことを話し合い、すすんで読もうとする。 

②単元の学習を生かし、場面の様子に進んで着目し、好きな場面を音読しようとする。 

知識及び技能 

 

①語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読する

ことができる。（(1)ク） 

思考力、判断力、表現力等 

 

①場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉

えることができる。（C（１）イ） 

②場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像することができる。（C（１）エ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

○場面の様子や登場人物の行動を中心に読み進める。 

これまでの学習では、挿絵や会話文などを基に登場

人物の行動や気持ちを考えてきた。 

本教材では、たぬきの会話文が一つもない。そのた

め、季節や出来事の変化などを考えながら場面の様子

を捉えていく。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

○単元を通して着目する言葉に関わる行動を読み取る。 

場面の様子を表す叙述に着目し、本文には書かれて

いない行動、行動の理由を考えていく。おかみさんやた

ぬきの行動や気持ちの読み取りを重ねていくことで、た

ぬきの「うれしくて たまらない」様子を読み取っていく。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

○自分の考え→ペアでの対話→全体での共有 

自分の考えをもつことができるように、個の時間を十

分に確保する。また、動作化を通して、自分の考えをもっ

た後に、ペアで考えを伝え合う時間を設定する。ペアで

の伝え合いや学級全体での共有を通して、多様な考え

や意見があることに気付くことができる。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 

①学習の見通しをもって読んだことを話し合い、すすん

で読もうとしている。 

②単元の学習を生かし、場面の様子に進んで着目し、

好きな場面を音読しようとしている。 

知識及び技能 

①語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読して

いる。（(1)ク） 

 

思考力、判断力、表現力 

①場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を

捉えている。（C（１）イ） 

②場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像している。（C（１）エ） 

①（発言・ワークシート） 

単元を通して着目する言葉 

②（発言・ワークシート） 

①（音読） ②（音読・交流） 

 
単元の指導と評価の計画 

全８時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

 
見方（着目する言葉） 

①（交流・発言） 

 うれしくて たまらない 

①（音読） 



 

 

（１）本時のねらい 

・挿絵と本文を基に、たぬきの行動や気持ちを想像することができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・「うれしくて たまらない」の叙述に着目し、おかみさんにわなから逃がしてもらった時の 

たぬきの様子や気持ちをつなげて考えることで、うれしくてたまらなかった理由を想像する。 

 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全８時間扱いの第５時） 

見方 
考え方 

本時では、出来事や様子の変化に着目し、場面を捉えてい

く。白い糸が山のように積まれてあったことや、糸車を回したこ

とのないたぬきが上手な手付きで糸を紡いでいる様子を読み

取り、描かれていないたぬきの行動についても想像していく。 

また、たぬきがとった行動の理由を考えていく中で、たぬき

のおかみさんに対する思いに気付くことができるようにする。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時では、冬から春にかけての季節の変化がある。時間の

経過の中で、たぬきがおかみさんを思いながら糸車を回す様

子など、どのように過ごしてきたのかを想像することができるよ

うにする。 

また、本時で着目する言葉の「ぴょこん」と「ぴょんぴょこお

どりながら」という行動に着目し、たぬきのうれしくてたまらな

い様子を読み取っていくことができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、自分で考えをもつことができるように、個で考え

る時間を十分に確保する。また自分の考えをもった後にペアに

なり、自分の考えを伝え合う時間を設定する。ペアでお互いの

意見を聞き合うことにより、同じ考えや違う考えに気付くことが

できる。またその後、全体共有することで、多様な考えや意見

があることを知り、読みを広げることができる。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

 単元を通して着目する言葉を「うれしくてたまらない」に設定する。また、本時では「ぴょこん」「ぴょんぴょこおどりながら」

という言葉にも着目する。この言葉に着目し、たぬきの「うれしくて たまらない」様子を、より想像することができると考える。 

（３）着目する言葉 
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❶「単元を通して着目しする言葉」と

「本時で着目する言葉」を確認する。 

❸前時の学習を基に、おかみさんに助け

られた時の様子や気持ちを確認する。 

❷本時のめあてを

確認する。 

❺おかみさんが戻ってくるまで

のたぬきの行動を捉える。 

❹音読をする 

（P.７8L9～P.８２L９） 

❻たぬきのうれしくてたまら

ない気持ちを考える。 
❾本時の学習をまとめる。 

❽全体で交流する。 ❼ペアで交流する。 

ぴ
ょ
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ん 
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ん
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こ
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１年２組 

②（発言・ワークシート） 

山
の
よ
う
に…

 

①（交流・発言） 
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設定 

時 むかし ある月のきれいなばん まいばん あるばん ふゆ はる  

場所 山おくのいっけんや こやのうら いたの間 いたどのかげ 土間 

登場人物 おかみさん たぬき きこり 

場面 

出来事 いたずら わな 糸車をまわすまね わなにかかって にがして 糸車のまわる音 糸をつむいで 

つむぎおわると つみかさね そとにとび下り おどりながら 等 

場面の様子 山おくの一けんや 山の木のはがおちて きこりのふうふは、山奥のこやにもどってきました 

ほこりだらけのはずの糸車には、まきかけた糸までかかっています 等 

比喩 山のように 

人物像 
中心人物 た ぬ き：まいばんのように いたずら まいばんまいばん 

対人物 おかみさん：ふき出しそう にがして 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

た ぬ き：糸車をまわすまね つむぎおわると たばねて つみかさね とび下り おどりながら 

おかみさん：糸をつむいで 糸車をまわす にがして おどろきました びっくりして 等 

会話文 おかみさん：「いたずらもんだが、かわいいな。」「かわいそうに。わなになんか かかるんじゃないよ。」 

          「はあて、ふしぎな。どうしたこっちゃ。」 

修飾語 くりくりした目玉  くるりくるり こわごわ  そっとのぞくと  ちらりと見えました  ぴょこん ぴょんぴょこ等 

主題 たぬきの糸車 うれしくてたまらない 

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 人物や場面の対比・つながり、類推 

視点を変える 各登場人物の視点 

 

 

 【第２次】 

第２時 

○挿絵や本文を基に、たぬきの行動や気持ちを想像するこ

とができる。 

・たぬきが、きこりのふうふにしたことを想像する。 

 

第３時～第５時 

○挿絵や本文を基に、たぬきとおかみさんの行動や気持ち

を想像することができる。 

・糸車をまわすおかみさんと、そのまねをするたぬきの行動

や気持ちを想像する。 

・わなにかかったたぬきと、逃がしてあげたおかみさんの

行動と気持ちを想像する。 

・踊りながら帰っていくたぬきの気持ちやその理由を想像

する。 

・自分の考えをペアで伝え合ったり、全体で共有したりす

る。 

 【第１次】 

第１時 

○学習の見通しをもち、物語の大体を捉えることができる。 

・教師の範読を聞き、内容をつかむ。 

・単元の見通しをもつ。 

 【第３次】 

第６時～第８時 

○物語の好きなところを選び、工夫して音読することがで

きる。 

・好きな場面を選んで、文と絵を書き、音読する。 

・自分の選んだ場面の音読練習を行う。 

・音読発表をし、学習を振り返る。 

第１学年 国語科学習指導案 単 元 名 ： 「 す き な と こ ろ を み つ け よ う 」 教材名： 「たぬきの  糸車」 （光村図書） 
日時：令和６年１月２６日（金）  授業者： 

場所：１階１年３組教室        児  童：第１学年３組 ２８名 

学びに向かう力、人間性等 

 

①学習の見通しをもって読んだことを話し合い、すすんで読もうとする。 

②単元の学習を生かし、場面の様子に進んで着目し、好きな場面を音読しようとする。 

知識及び技能 

 

①語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読する

ことができる。（(1)ク） 

思考力、判断力、表現力等 

 

①場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉

えることができる。（C（１）イ） 

②場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像することができる。（C（１）エ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

○場面の様子や登場人物の行動を中心に読み進める。 

これまでの学習では、挿絵や会話文などを基に登場

人物の行動や気持ちを考えてきた。 

本教材では、たぬきの会話文が一つもない。そのた

め、季節や出来事の変化などを考えながら場面の様子

を捉えていく。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

○単元を通して着目する言葉に関わる行動を読み取る。 

場面の様子を表す叙述に着目し、本文には書かれて

いない行動、行動の理由を考えていく。おかみさんやた

ぬきの行動や気持ちの読み取りを重ねていくことで、た

ぬきの「うれしくて たまらない」様子を読み取っていく。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

○自分の考え→ペアでの対話→全体での共有 

自分の考えをもつことができるように、個の時間を十

分に確保する。また、動作化を通して、自分の考えをもっ

た後に、ペアで考えを伝え合う時間を設定する。ペアで

の伝え合いや学級全体での共有を通して、多様な考え

や意見があることに気付くことができる。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 

①学習の見通しをもって読んだことを話し合い、すすん

で読もうとしている。 

②単元の学習を生かし、場面の様子に進んで着目し、

好きな場面を音読しようとしている。 

知識及び技能 

①語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読して

いる。（(1)ク） 

 

思考力、判断力、表現力 

①場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を

捉えている。（C（１）イ） 

②場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像している。（C（１）エ） 

①（発言・ワークシート） 

単元を通して着目する言葉 

②（発言・ワークシート） 

①（音読） ②（音読・交流） 

 
単元の指導と評価の計画 

全８時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

 
見方（着目する言葉） 

①（交流・発言） 

 うれしくて たまらない 

①（音読） 



 

 

（１）本時のねらい 

・挿絵と本文を基に、たぬきとおかみさんの行動や気持ちを想像することができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・おかみさんの言動に着目し、たぬきを逃がした理由をたぬきが糸車を回すまねをしたときの 

様子や気持ちとつなげて考えることで、逃がしてもらったたぬきの気持ちを想像する。 

 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全８時間扱いの第４時） 

見方 

考え方 

本時では、出来事の変化や登場人物の言動に着目し、場面

を捉えていく。最初の場面で、たぬきのいたずらに困ったきこり

が罠をしかけ、たぬきが罠にかかった出来事に対して、おかみ

さんが捕まえずに逃がした際の言動を読み取る。本文に描か

れていないたぬきを逃がした理由についても考える中で、おか

みさんのたぬきに対する気持ちに気付くことができるようにす

る。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時では、前時の「いたずらもんだが、かわいいな。」と本時

の「かわいそうに」というおかみさんがたぬきに向けて話した

言葉を関連付けることで、たぬきに対する気持ちを捉えていく。

おかみさんのたぬきに対する思いが、罠にかかったたぬきを逃

がす行動につながっていることに気付くとともに、逃がしてもら

ったたぬきがどんなことを思ったかについて、たぬきの気持ち

を想像できるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、自分の考えをもつことができるように、個で考え

る時間を十分に確保する。自分の考えをもった後にはペアにな

り、互いの考えを伝え合う時間を設定する。ペアで互いの意見

を聞き合うことにより、同じ考えや違う考えに気付くことができ

る。さらに、その後、全体で考えを共有することで、多様な考え

や意見があることを知り、読みを広げることができる。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

単元を通して着目する言葉を「うれしくてたまらない」に設定する。また、本時では「かわいそうに」と「にがす」いう言葉に

も着目する。この言葉に着目することで、おかみさんがたぬきを逃がした理由に気付くとともに、逃がしてもらったたぬきの

気持ちを想像することができると考える。 

（３）着目する言葉 
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❶「単元を通して着目する

言葉」と「本時で着目す

る言葉」を確認する。 

❸前時の学習を基に、 

おかみさんのたぬきへの思いを確認する。 

❷本時のめあてを確認する。 

❺おかみさんが、なぜたぬきを助けた

か考える。 

❽全体で交流する。 

❻たぬきは、おかみさんに逃がしてもらって

どんなことを思ったか想像する。 

❼ペアで交流する。 

に
が
す 
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１年３組 

❹音読をする。 

（P.77L8～P78L8） 
②（発言・ワークシート） 

❾本時の学習をまとめる。 

①（交流・発言） 

 

め
あ
て 

  

ま
と
め 

 お
か
み
さ
ん
、 

た
す
け
て
く
れ
て 

あ
り
が
と
う
。 

さし絵 

さし絵 

うれしくて  たまらない 
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【第３次】 

第９時 
〇物語の好きなところを選び、工夫して音読することがで
きる。 
・場面を選び、役割分担をし、音読の工夫を考える。 
 
第１０時 
〇物語の好きなところを選び、工夫して音読することがで
きる。 
・読み方や動きの工夫を話し合い、音読する。 
 
第１１～１２時 
〇登場人物になりきり、工夫して音読することができる。 
・音読劇の発表をし、感想を伝え合う。 

【第２次】 
第３時 
〇がまくんの人物像を捉えることができる。 
・言葉に着目して、人物のイメージを具体的に想像する。 

 
第４時 
〇かえるくんの人物像を捉えることができる。 
・言葉に着目して、人物のイメージを具体的に想像する。 

 
第５～８時 
〇挿絵と会話文から登場人物の行動を捉え、動作化をしな
がら、二人の気持ちを想像し、音読することができる。 
・がまくんとかえるくんの「かなしい」理由の違いを考える。 
・お手紙を書いたかえるくんが、がまくんの家に戻った理由
を考える。 
・かえるくんががまくんにお手紙を書いたことを話した理由
を考える。 
・がまくんとかえるくんが「幸せな気持ち」になった理由を考
える。 
・お手紙を待つがまくんの気持ちを考える。 

①（音読・観察） ②（発言・ワークシート） 

➀②（発言・ワークシート） 

①（音読・観察） 

【第１次】 

第１時 

〇単元のめあてを確認し、学習の見通しをもつことができる。 

・題名から物語の内容を想像する。教師の範読を聞き、内

容をつかむ。初発の感想を書く。 

 

第２時 

〇物語の設定や登場人物の言動を捉えることができる。 

・場所に着目して出来事を捉え、会話と行動を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 一日のうちのかなしい時 お手紙をまつ時間 四日たって 

場所 げんかんの前  がまくんの家 

登場人物 がまくん かえるくん かたつむりくん 

場面 出来事 すわっていました 家に帰りました 紙に何か書きました お手紙をまつ お手紙の来るの わたしました 等 

人物像 
中心人物 が ま く ん：お手紙もらったことない 

対人物 かえるくん：大いそぎで 「がまがえるくんへ」 家からとび出しました 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

が ま く ん：かなしい ふしあわせな気持ち いやだよ あきあき ばからしいこと 今まで きょうだって 

          とてもよろこびました 等 

かえるくん：しなくちゃいけないこと 家からとび出しました 知り合いのかたつむりくんに会いました 

          まどからのぞきました わたしました 等 

ふたりとも：げんかんに出て お手紙の来るのをまっていました 長いことまっていました しあわせな気持ち 

会話文 が ま く ん：「今、一日のうちのかなしい時なんだ。」「だって、ぼく、お手紙もらったことないんだもの。」 

「ぼく、もうまっているの、あきあきしたよ。」「そんなこと、あるものかい。」 

「きょうだって同じだろうよ。」「かえるくん、どうして、きみ、ずっとまどの外を見ているの。」 

「きみが。」「お手紙に、なんて書いたの。」「ああ。」「とてもいいお手紙だ。」 等 

かえるくん：「どうしたんだい、がまがえるくん。きみ、かなしそうだね。」「ぼく、もう家へ帰らなっくちゃ、」 

「きっと来るよ。」「でもね、がまくん。」「だって、ぼくがきみにお手紙出したんだもの。」 等 

かたつむりくん：「まかせてくれよ。」「すぐやるぜ。」 

修飾語 なんか 大いそぎで まだ ずっと 等 

主題 しあわせ お手紙 まっていました 「がまくん。」 のぞきました まだやって来ません 「ああ。」 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・つながり 

視点を変える 各登場人物の視点 

第２学年 国語科学習指導案 単元名：「そうぞうしたことを、音読げきであらわそう」 教 材 名 ： 「 お 手 紙 」 （ 光 村 図 書 ） 
日時：令和６年１月２６日（金）   授業者： 

場所：３階２年１組教室         児  童：第２学年１組 27名 

学びに向かう力、人間性等 

 

①場面の様子に着目して登場人物の行動をすすんで想像し、単元の学習を生かして音読に

取り組もうとする。 

知識及び技能 

 

①語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読する

ことができる。（（１）ク） 

思考力、判断力、表現力等 

 

①場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像することができる。（C(1)エ） 
②文章を読んで感じたことや分かったことを共有するこ

とができる。（C（１）カ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

○登場人物の気持ちを比較する。 

場面の様子や登場人物の行動を表す言葉、会話文

に着目し、行動の理由を具体的に想像する。二人の登

場人物の気持ちの読み取りを重ねていくことで、がまく

んとかえるくんの「しあわせ」とは何かを考え、読み進め

ていく。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

〇単元を通して着目する言葉に関わる行動を読み取る。 

会話文に着目し、登場人物の行動やその理由、気持

ちを想像する。がまくんとかえるくんの「しあわせ（の違

い）」を比較することで、違いに気付き、より登場人物の

気持ちを具体的に想像していく。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

○自分の考え→ペア→全体 

自分の考えをもつことができるように、個の時間を十

分に確保する。また、動作化や、自分の考えをもった後

にペアや全体で考えを伝え合う時間を設定する。自分

と友達との考えを交流する時間を設定することで、自分

とは違う視点の見方や考えを知り、読みを広げることが

できるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 

➀場面の様子に着目して登場人物の行動をすすんで

想像し、単元の学習を生かして音読に取り組もうとし

ている。 

知識及び技能 

➀語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読して

いる。（（１）ク） 

思考力、判断力、表現力 

①場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像している。（C(1)エ） 
②文章を読んで感じたことや分かったことを共有してい

る。（C（１）カ） 

単元を通して着目する言葉 

 
単元の指導と評価の計画 

全１２時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

 
見方（着目する言葉）  しあわせ 

①（音読・観察） ➀②（発言・ワークシート） ①（音読・観察） 



 

 

（１）本時のねらい 

・がまくんとかえるくんの行動や気持ちを基に、二人の気持ちを考えることができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

 

・がまくんとかえるくんの行動や気持ちを表す叙述に着目し、両者の視点から二人の気持ちを考えたり、 

挿絵に着目し、がまくんとかえるくんの表情を比較したりして、二人の気持ちを考える。 

 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全１２時間扱いの第８時） 

本時では、がまくんの気持ちを考えるために、がまくんの会

話文を動作化する。物語の冒頭の「ああ。」と本時にも出てくる

「ああ。」という会話文を動作化して、比較することで、がまくん

の気持ちの変化を捉える。また、２枚の挿絵をくらべながら、二

人の気持ちの変化を、より深く読むことができるようにする。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時では、がまくんとかえるくんの気持ちを読むために、登

場人物の行動に着目するだけでなく、「本時で着目する言葉」

である「ああ。」などの会話文に着目する。 

さらに、本単元で学んできた登場人物の行動を動作化した

り、会話文や挿絵から気持ちを想像したりすることで、二人の

気持ちを具体的に想像しながら読み深めていくことができるよ

うにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、がまくんとかえるくんの二人のやり取りを大切に

する。そこで、ペアでの音読や動作化を取り入れ、自分の考え

を整理していく。また、ペアでの伝え合いを通して、自分の考え

と同じ点や違う点を比べ、自分の考えを深める。その後、学級

全体で共有し、多様な考えを出し合い、読みを広げていくこと

ができるようにする。 

さらに、思考を促すような発問をすることで、読みを深めるこ

とができるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

  単元を通して着目する言葉である「しあわせ」は、がまくんとかえるくんが、物語の結末に到達した時の気持ちである。し

かし、二人は始めから「しあわせ」を共有していたわけではない。 

本時では、手紙を読んだ時のがまくんの気持ちや、手紙を書いた時のかえるくんの気持ちを考えていく。二人の会話文

の中から、がまくんが「ああ。」と言った時の思いや、かえるくんの手紙文に使われている言葉に着目しながら、二人の気持

ちの変化を読み深めていく。 

（３）着目する言葉 

  

 

お
手
紙 

          

が
ま
く
ん
の
気
持
ち 

      

か
え
る
く
ん
の
気
持
ち 

      

お
手
紙
を
ま
つ
か
え
る
く
ん
と
が
ま
く
ん
の
気
持
ち 

              

し
あ
わ
せ 

お
手
紙
を
ま
つ
が
ま
く
ん
の
気
持
ち
を
考
え
よ
う
。 

・「
と
て
も
い
い
お
手
紙
だ
」
。 

・ぼ
く
の
こ
と
を
親
友
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る
。 

・す
ご
く
う
れ
し
い
な
。 

❶前時に学習した、かえるくんの気

持ちを確認する。 

❹音読する。 

（P.21L2～P.23L10） 

❷「単元を通して着目する

言葉」と本時で着目する

言葉を確認する。 

❸めあてを確認する。 

❺「ああ。」の音読の仕

方を考える。 

❽本時の学習をまとめる。 ❻全体で共有する。 

❼お手紙を待つかえるくんとが

まくんの気持ちを考える。 

「
あ
あ
。」 

・「
ぼ
く
の
親
友
」
「
き
み
の
親
友
」 

・ぼ
く
は
、き
み
の
こ
と
が
大
す
き
だ
よ
。 

・ぼ
く
と
き
み
は
、い
つ
も
い
っ
し
ょ
だ
よ
。 

・い
っ
し
ょ
に
い
る
だ
け
で
楽
し
い
な
。 

・友
だ
ち
っ
て
い
い
ね
。 

・ま
つ
こ
と
っ
て
、楽
し
い
ね
。 

２年１組 

①（発言・ワークシート） 

見方 考え方 

考え方 

 

め
あ
て 

  

ま
と
め 

 

さし絵 

が
ま
く
ん
は
、親
友
と
い
う
こ
と
ば
を
き
い
て
、 

し
あ
わ
せ
な
気
持
ち
で
お
手
紙
を
ま
っ
て
い
る
。 

 

し あ わ せ 

 

「 あ あ 。 」 

 

①（音読・観察） 



  

  

 

  

【第３次】 

第９時 
〇物語の好きなところを選び、工夫して音読することがで
きる。 
・場面を選び、役割分担をし、音読の工夫を考える。 
 
第１０時 
〇物語の好きなところを選び、工夫して音読することがで
きる。 
・読み方や動きの工夫を話し合い、音読する。 
 
第１１～１２時 
〇登場人物になりきり、工夫して音読することができる。 
・音読劇の発表をし、感想を伝え合う。 

【第２次】 
第３時 
〇がまくんの人物像を捉えることができる。 
・言葉に着目して、人物のイメージを具体的に想像する。 

 
第４時 
〇かえるくんの人物像を捉えることができる。 
・言葉に着目して、人物のイメージを具体的に想像する。 

 
第５～８時 
〇挿絵と会話文から登場人物の行動を捉え、動作化をしな
がら、二人の気持ちを想像し、音読することができる。 
・がまくんとかえるくんの「かなしい」理由の違いを考える。 
・お手紙を書いたかえるくんが、がまくんの家に戻った理由
を考える。 
・かえるくんががまくんにお手紙を書いたことを話した理由
を考える。 
・がまくんとかえるくんが「幸せな気持ち」になった理由を考
える。 
・お手紙を待つがまくんの気持ちを考える。 

①（音読・観察） ②（発言・ワークシート） 

➀②（発言・ワークシート） 

①（音読・観察） 

【第１次】 

第１時 

〇単元のめあてを確認し、学習の見通しをもつことができる。 

・題名から物語の内容を想像する。教師の範読を聞き、内

容をつかむ。初発の感想を書く。 

 

第２時 

〇物語の設定や登場人物の言動を捉えることができる。 

・場所に着目して出来事を捉え、会話と行動を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 一日のうちのかなしい時 お手紙をまつ時間 四日たって 

場所 げんかんの前  がまくんの家 

登場人物 がまくん かえるくん かたつむりくん 

場面 出来事 すわっていました 家に帰りました 紙に何か書きました お手紙をまつ お手紙の来るの わたしました 等 

人物像 
中心人物 が ま く ん：お手紙もらったことない 

対人物 かえるくん：大いそぎで 「がまがえるくんへ」 家からとび出しました 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

が ま く ん：かなしい ふしあわせな気持ち いやだよ あきあき ばからしいこと 今まで きょうだって 

          とてもよろこびました 等 

かえるくん：しなくちゃいけないこと 家からとび出しました 知り合いのかたつむりくんに会いました 

          まどからのぞきました わたしました 等 

ふたりとも：げんかんに出て お手紙の来るのをまっていました 長いことまっていました しあわせな気持ち 

会話文 が ま く ん：「今、一日のうちのかなしい時なんだ。」「だって、ぼく、お手紙もらったことないんだもの。」 

「ぼく、もうまっているの、あきあきしたよ。」「そんなこと、あるものかい。」 

「きょうだって同じだろうよ。」「かえるくん、どうして、きみ、ずっとまどの外を見ているの。」 

「きみが。」「お手紙に、なんて書いたの。」「ああ。」「とてもいいお手紙だ。」 等 

かえるくん：「どうしたんだい、がまがえるくん。きみ、かなしそうだね。」「ぼく、もう家へ帰らなっくちゃ、」 

「きっと来るよ。」「でもね、がまくん。」「だって、ぼくがきみにお手紙出したんだもの。」 等 

かたつむりくん：「まかせてくれよ。」「すぐやるぜ。」 

修飾語 なんか 大いそぎで まだ ずっと 等 

主題 しあわせ お手紙 まっていました 「がまくん。」 のぞきました まだやって来ません 「ああ。」 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・つながり 

視点を変える 各登場人物の視点 

第２学年 国語科学習指導案 単元名：「そうぞうしたことを、音読げきであらわそう」 教 材 名 ： 「 お 手 紙 」 （ 光 村 図 書 ） 
日時：令和６年１月２６日（金）   授業者：  

場所：３階２年２組教室         児  童：第２学年２組 27名 

学びに向かう力、人間性等 

 

①場面の様子に着目して登場人物の行動をすすんで想像し、単元の学習を生かして音読に

取り組もうとする。 

知識及び技能 

 

①語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読する

ことができる。（（１）ク） 

思考力、判断力、表現力等 

 

①場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像することができる。（C(1)エ） 
②文章を読んで感じたことや分かったことを共有するこ

とができる。（C（１）カ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

○登場人物の気持ちを比較する。 

場面の様子や登場人物の行動を表す言葉、会話文

に着目し、行動の理由を具体的に想像する。二人の登

場人物の気持ちの読み取りを重ねていくことで、がまく

んとかえるくんの「しあわせ」とは何かを考え、読み進め

ていく。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

〇単元を通して着目する言葉に関わる行動を読み取る。 

会話文に着目し、登場人物の行動やその理由、気持

ちを想像する。がまくんとかえるくんの「しあわせ（の違

い）」を比較することで、違いに気付き、より登場人物の

気持ちを具体的に想像していく。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

○自分の考え→ペア→全体 

自分の考えをもつことができるように、個の時間を十

分に確保する。また、動作化や、自分の考えをもった後

にペアや全体で考えを伝え合う時間を設定する。自分

と友達との考えを交流する時間を設定することで、自分

とは違う視点の見方や考えを知り、読みを広げることが

できるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 

➀場面の様子に着目して登場人物の行動をすすんで

想像し、単元の学習を生かして音読に取り組もうとし

ている。 

知識及び技能 

➀語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読して

いる。（（１）ク） 

思考力、判断力、表現力 

①場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像している。（C(1)エ） 
②文章を読んで感じたことや分かったことを共有してい

る。（C（１）カ） 

単元を通して着目する言葉 

 
単元の指導と評価の計画 

全１２時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

 
見方（着目する言葉）  しあわせ 

①（音読・観察） ➀②（発言・ワークシート） ①（音読・観察） 



 

 

（１）本時のねらい 

・がまくんとかえるくんの行動やその理由、表情や口調を具体的に想像することができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・がまくんとかえるくんの行動やその理由が分かる言葉に着目し、 

かえるくんががまくんにお手紙を出したことを話した理由を会話文や行動の変化と関連付けて類推する。 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全１２時間扱いの第７時） 

本時では、会話文に着目し、二人の「表情」「声のトーン」「位置」

「距離」「しぐさ」「顔の向き」など動作化しながら考えることで、登

場人物の行動や気持ちを具体的に想像して読むことができるように

する。そのために、本時で着目する言葉である「まだ、やって来ませ

ん。」を基に、二人の行動の変化を整理する。また、がまくんのこれま

での時間を想像することで、がまくんの悲しみの深さを考えた上で、

かえるくんの行動の背景にある思いを想像し、二人が「しあわせ」に

なるまでの行動や気持ちを比較しながら読み深めていくことができ

るようにする。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時では、「まだ、やってきません。」の言葉に着目することで、様

子を整理し、行動や気持ちの変化に気付くことができるようにする。

かえるくんの様子が分かる叙述（「のぞきました」「でもね、がまく

ん。」等）から早く手紙が来ないかと待ちながら、懸命にがまくんを

励まし続けるかえるくんの様子や気持ちを読み取ることができるよう

にする。また、がまくんの会話文から「かなしい」ことが分かる叙述

（「あきあきしたよ」「あるものかい」「なんて」「ばからしいこと」等）

を見付け、これまでがまくんが毎日手紙を待ち続けていた時間と関

連付けることで、手紙をあきらめ、投げやりになり、悲しみが深まって

いくがまくんに気付き、かえるくんの行動の背景にある優しさに気付

くことができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、がまくんとかえるくんの二人のやり取りを大切にする。

そこで、ペアでの音読や動作化を取り入れ、自分の考えを整理して

いく。また、ペアでの伝え合いを通して、自分の考えと同じ点や違う

点を比べ、自分の考えを深める。その後、学級全体で共有し、多様

な考えを出し合い、読みを広げていくことができるようにする。 

さらに、思考を促すような発問をすることで、読みを深めることが

できるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

単元を通して着目する言葉である「しあわせ」は、がまくんとかえるくんが「お手紙」を通して、物語の結末に到達する気持

ちである。しかし、二人は始めから「しあわせ」を共有していたわけではない。本時では、「まだ、やって来ません。」という言葉

に着目し、二人の行動や気持ちの変化を想像する。本時の場面では、がまくんはお手紙をもらうことを諦め、悲しみが深まっ

ていく。一方、かえるくんはがまくんを励まし続けている場面である。本時のめあてについて考えるために、かえるくんの行動

の理由について、がまくんの悲しみと関連付けながら想像できるようにする。 

（３）着目する言葉 

  

お
手
紙 

          

。 

  

   

・が
ま
く
ん
、あ
き
ら
め
な
い
で
よ
。 

・お
手
紙
が
来
る
ん
だ
よ
。 

  

・も
う
す
こ
し 

ま
っ
て
み
よ
う
よ
。 

      

・早
く
き
て
、か
た
つ
む
り
く
ん 

・何
で
か
た
つ
む
り
く
ん
に
わ
た
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

     

・も
う
、が
ま
く
ん
が
ま
ち
き
れ
な
い
よ
。 

  

・こ
れ
い
上
、
が
ま
く
ん
を
ま
た
せ
ら
れ
な
い
。 

            

し
あ
わ
せ 

ど
う
し
て
か
え
る
く
ん
は
、 

お
手
紙
を
出
し
た
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
考
え
よ
う
。 

❶前時までの学習をもと

に、かえるくんとがまく

んの思いを確認する。 

❹音読をする。 

（P.1７L１～P.２１L４） 

❷「単元を通して着目する言葉」と 

「本時で着目したい言葉」を確認する。 

❸本時のめあてを 

確認する。 

❻がまくんの気持ちが表れている

会話文を見付ける。 

❽ペアで交流する。 

❺動作化をして、 

かえるくんの行動を捉える。 

❼かえるくんの気持ちを想像する。 

見方 

考え方 

ま
だ
、
や
っ
て
来
ま
せ
ん
。 

２年２組 

か
え
る
く
ん 

が
ま
く
ん 

①（発言・ワークシート） 

➓本時の学習をまとめる。 

 

め
あ
て 

 

 

ま
と
め 

 

①（発言・ワークシート） 

さし絵 

か
え
る
く
ん
は
、
な
か
な
か
や
っ
て
来
な
い
お
手
紙
に
、

も
う
が
ま
く
ん
を
ま
た
せ
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
か
ら
。 

❾全体で交流する。 

 

「
き
み
、お
き
て
さ
、お
手
紙
が
来
る
の
を
、 

も
う
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
い
み
た
ら
い
い
と
思
う
な
。」 

 

絵 

絵 

ま
ど
か
ら
ゆ
う
び
ん
う
け
を
見
ま
し
た
。 

 

「
だ
っ
て
、ぼ
く
が
、き
み
に
お
手
紙
出
し
た
ん
だ
も
の
。」 

 

ま
ど
か
ら
の
ぞ
き
ま
し
た
。 

 

ま
ど
か
ら
の
ぞ
き
ま
し
た
。 

 

い
や
だ
よ
。 

あ
き
あ
き
し
た
よ
。 

そ
ん
な
こ
と
あ
る
も
の
か
い 

ば
か
ら
し
い
こ
と
・
・
・ 

同
じ
だ
ろ
う
よ 

し あ わ せ 

 

まだ、やって来ません。 

 



  

  

 

  

【第３次】 

第９時 
〇物語の好きなところを選び、工夫して音読することがで
きる。 
・場面を選び、役割分担をし、音読の工夫を考える。 
 
第１０時 
〇物語の好きなところを選び、工夫して音読することがで
きる。 
・読み方や動きの工夫を話し合い、音読する。 
 
第１１～１２時 
〇登場人物になりきり、工夫して音読することができる。 
・音読劇の発表をし、感想を伝え合う。 

【第２次】 
第３時 
〇がまくんの人物像を捉えることができる。 
・言葉に着目して、人物のイメージを具体的に想像する。 

 
第４時 
〇かえるくんの人物像を捉えることができる。 
・言葉に着目して、人物のイメージを具体的に想像する。 

 
第５～８時 
〇挿絵と会話文から登場人物の行動を捉え、動作化をしな
がら、二人の気持ちを想像し、音読することができる。 
・がまくんとかえるくんの「かなしい」理由の違いを考える。 
・お手紙を書いたかえるくんが、がまくんの家に戻った理由
を考える。 
・かえるくんががまくんにお手紙を書いたことを話した理由
を考える。 
・がまくんとかえるくんが「幸せな気持ち」になった理由を考
える。 
・お手紙を待つがまくんの気持ちを考える。 

①（音読・観察） ②（発言・ワークシート） 

➀②（発言・ワークシート） 

①（音読・観察） 

【第１次】 

第１時 

〇単元のめあてを確認し、学習の見通しをもつことができる。 

・題名から物語の内容を想像する。教師の範読を聞き、内

容をつかむ。初発の感想を書く。 

 

第２時 

〇物語の設定や登場人物の言動を捉えることができる。 

・場所に着目して出来事を捉え、会話と行動を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 一日のうちのかなしい時 お手紙をまつ時間 四日たって 

場所 げんかんの前  がまくんの家 

登場人物 がまくん かえるくん かたつむりくん 

場面 出来事 すわっていました 家に帰りました 紙に何か書きました お手紙をまつ お手紙の来るの わたしました 等 

人物像 
中心人物 が ま く ん：お手紙もらったことない 

対人物 かえるくん：大いそぎで 「がまがえるくんへ」 家からとび出しました 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

が ま く ん：かなしい ふしあわせな気持ち いやだよ あきあき ばからしいこと 今まで きょうだって 

          とてもよろこびました 等 

かえるくん：しなくちゃいけないこと 家からとび出しました 知り合いのかたつむりくんに会いました 

          まどからのぞきました わたしました 等 

ふたりとも：げんかんに出て お手紙の来るのをまっていました 長いことまっていました しあわせな気持ち 

会話文 が ま く ん：「今、一日のうちのかなしい時なんだ。」「だって、ぼく、お手紙もらったことないんだもの。」 

「ぼく、もうまっているの、あきあきしたよ。」「そんなこと、あるものかい。」 

「きょうだって同じだろうよ。」「かえるくん、どうして、きみ、ずっとまどの外を見ているの。」 

「きみが。」「お手紙に、なんて書いたの。」「ああ。」「とてもいいお手紙だ。」 等 

かえるくん：「どうしたんだい、がまがえるくん。きみ、かなしそうだね。」「ぼく、もう家へ帰らなっくちゃ、」 

「きっと来るよ。」「でもね、がまくん。」「だって、ぼくがきみにお手紙出したんだもの。」 等 

かたつむりくん：「まかせてくれよ。」「すぐやるぜ。」 

修飾語 なんか 大いそぎで まだ ずっと 等 

主題 しあわせ お手紙 まっていました 「がまくん。」 のぞきました まだやって来ません 「ああ。」 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・つながり 

視点を変える 各登場人物の視点 

第２学年 国語科学習指導案 単元名：「そうぞうしたことを、音読げきであらわそう」 教 材 名 ： 「 お 手 紙 」 （ 光 村 図 書 ） 
日時：令和６年１月２６日（金）   授業者： 

場所：３階２年３組教室         児  童：第２学年３組 2８名 

学びに向かう力、人間性等 

 

①場面の様子に着目して登場人物の行動をすすんで想像し、単元の学習を生かして音読に

取り組もうとする。 

知識及び技能 

 

①語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読する

ことができる。（（１）ク） 

思考力、判断力、表現力等 

 

①場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像することができる。（C(1)エ） 
②文章を読んで感じたことや分かったことを共有するこ

とができる。（C（１）カ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

○登場人物の気持ちを比較する。 

場面の様子や登場人物の行動を表す言葉、会話文

に着目し、行動の理由を具体的に想像する。二人の登

場人物の気持ちの読み取りを重ねていくことで、がまく

んとかえるくんの「しあわせ」とは何かを考え、読み進め

ていく。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

〇単元を通して着目する言葉に関わる行動を読み取る。 

会話文に着目し、登場人物の行動やその理由、気持

ちを想像する。がまくんとかえるくんの「しあわせ（の違

い）」を比較することで、違いに気付き、より登場人物の

気持ちを具体的に想像していく。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

○自分の考え→ペア→全体 

自分の考えをもつことができるように、個の時間を十

分に確保する。また、動作化や、自分の考えをもった後

にペアや全体で考えを伝え合う時間を設定する。自分

と友達との考えを交流する時間を設定することで、自分

とは違う視点の見方や考えを知り、読みを広げることが

できるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 

➀場面の様子に着目して登場人物の行動をすすんで

想像し、単元の学習を生かして音読に取り組もうとし

ている。 

知識及び技能 

➀語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読して

いる。（（１）ク） 

思考力、判断力、表現力 

①場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に

想像している。（C(1)エ） 
②文章を読んで感じたことや分かったことを共有してい

る。（C（１）カ） 

単元を通して着目する言葉 

 
単元の指導と評価の計画 

全１２時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

 
見方（着目する言葉）  しあわせ 

①（音読・観察） ➀②（発言・ワークシート） ①（音読・観察） 



 

 

（１）本時のねらい 

・がまくんとかえるくんの気持ちとその理由を考えることができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・かえるくんやがまくんの行動や気持ちをあらわす叙述に着目し、それらを比較する。 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全１２時間扱いの第５時） 

見方 考え方 

本時では、これまでに学習してきた登場人物の行動を動作

化したり、挿絵から気持ちを想像したりすることで、がまくんと

かえるくんの二人の気持ちを考える。 

さらに、本時で着目する言葉「かなしい」と二人の関係性を

基に、会話文や気持ちを表す言葉等に着目して二人が「かな

しい気分」の理由を比較することで読み深めていくことができ

るようにする。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時では、がまくんの気持ちを考えるために、がまくんとかえ

るくんの様子を動作化する。本時で着目する言葉の「かなし

い」を基に、がまくんとかえるくんの会話文を中心に「かなし

い」ことが分かる叙述（「お手紙なんて」「空っぽさ」「ああ。い

ちども。」等）を見付け、それらを関連付けることで、がまくんの

気持ちとその理由を考えることができるようにする。 

さらに、二人の関係（親友）に着目し、かえるくんが「かなし

い」理由を考えることで、二人が「しあわせ」を共有することが

できたことに気付くことができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、がまくんとかえるくんの二人のやり取りを大切に

する。そこで、ペアでの音読や動作化を取り入れ、自分の考え

を整理していく。また、ペアでの伝え合いを通して、自分の考え

と同じ点や違う点を比べ、自分の考えを深める。その後、学級

全体で共有し、多様な考えを出し合い、読みを広げていくこと

ができるようにする。 

さらに、思考を促すような発問をすることで、読みを深めるこ

とができるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

単元を通して着目する言葉である「しあわせ」は、がまくんとかえるくんが「お手紙」を通して、物語の結末に到達する気

持ちである。しかし、二人は始めから「しあわせ」を共有していたわけではない。 

本時では物語の導入部分における二人の気持ちとその理由を考える。そこで、「かなしい」という言葉にも着目する。この

言葉を基に二人の会話文や行動、気持ちを表す叙述（言葉）を関連付けながら考えていく。 

（３）着目する言葉 

  

 

お
手
紙 

                                          

し
あ
わ
せ お

手
紙
を
ま
つ
二
人
の
気
も
ち
を
そ
う
ぞ
う
し
よ
う
。 

が
ま
く
ん
・・・か
わ
い
そ
う
、
い
じ
け
て
る 

か
え
る
く
ん
・・・や
さ
し
い
、と
も
だ
ち
お
も
い 

 

気
も
ち 

・か
な
し
い
、ふ
し
あ
わ
せ 

こ
と
ば 

「
か
な
し
い
時
」
「
ふ
し
あ
わ
せ
な
き
も
ち
」 

「
お
手
紙 

も
ら
っ
た
こ
と
な
い
ん
だ
も
の
」
「
あ
あ
。い
ち
ど
も
」 

「
お
手
紙
な
ん
か
」
「
空
っ
ぽ
さ
」 

が
ま
く
ん
の
気
持
ち 

か
え
る
く
ん
の
気
持
ち 

気
も
ち 

・か
な
し
い 

こ
と
ば 

「
ふ
た
り
と
も
、か
な
し
い
気
分
」 

が
ま
く
ん 

「
お
手
紙
を
一
度
も
も
ら
え
な
い
か
ら
」
「
毎
日
ま
っ
て
い
て
も
、お
手
紙
が
こ
な
い
か
ら
」 

 

か
え
る
く
ん 

「
が
ま
く
ん
が
か
な
し
そ
う
だ
か
ら
」 

「
な
か
の
よ
い
友
だ
ち
が
か
な
し
い
と
、じ
ぶ
ん
も
か
な
し
く
な
る
か
ら
」 

ど
う
し
て
「
ふ
た
り
と
も
」
か
な
し
い
の
だ
ろ
う 

❶前時までのがまくんとか

えるくんの関係は、親友

であったことを振り返る。 

❹音読する。 

（P.12L1～P.15L3） 

❷「単元を通して着目する言葉」と 

「本時で着目する言葉」を確認する。 

❸めあてを確認する。 

❺がまくんとかえるくん

の気持ちを考える。 

❼「ふたりとも」かなしい

理由を考える。 

➓本時の学習をまとめる。 ❻全体で共有する。 

❽ペアで交流する。 

❾全体で共有する。 

か
な
し
い 

二人とも 

かなしい気分 

①（発言・ワークシート） 

２年３組 

①（発言・ワークシート） 

 

親
友 

 

め
あ
て 

 

 

ま
と
め 

 

が
ま
く
ん
は 

お
手
紙
が 

こ
な
い
こ
と
が 

か
な
し
か
っ
た
。 

か
え
る
く
ん
は 

が
ま
く
ん
が 

か
な
し
か
っ
た
か
ら 

か
な
し
か
っ
た
。 

挿絵 挿絵 

し あ わ せ 

 

か な し い 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時代 
出征 体の弱いお父さんまで、いくさに行かなければいけない  くうしゅうけいほうのサイレン 

町の様子は、すっかりかわっています ぼうくうごう ざつのうの中に入れてあるほしいい 

時 出征する前の日 次の日 夏のはじめのある夜 風の強い日 朝 昼 暗い夜 それから何十年 

場所 帰り道 暗い橋の下 町 家（おうち） ぼうくうごう 空色の花畑 小さな公園  

登場人物 ちいちゃん お兄ちゃん お父さん お母さん おばさん 

場面 

出来事 かげおくり（記念写真） 出征 くうしゅう お母さんとはぐれました ひとりぼっちになりました 

家は、やけ落ちてなくなっていました たった一つのかげぼうしを見つめながら、数えだしました 

体がすうっとすきとおって、空にすいこまれていく 小さな女の子の命が、空にきえました  

情景描写 かげおくりのよくできそうな空 広い空は、楽しいところではなく、とてもこわい所にかわりました 

くもった朝 暗い夜 青い空 空色の花ばたけ 

色彩表現 青い空 白い四つのかげぼうし 白いたすき 赤い火 空色の花ばたけ 

人物像 中心人物 ちいちゃん：小さな女の子  

心情 

行動・気持ち ちいちゃん：さけびました なくのをやっとこらえて 深くうなずきました暑いような寒いような気がしました 

ふらふらする足をふみしめて立ち上がる きらきらわらいだしました 花ばたけの中を走りだしました 等  

会話文 ちいちゃん：「すごうい。」「お母ちゃん、お母ちゃん。」「おうちのとこ。」「きっと帰ってくるよ。」 

「お父ちゃん。」「お母ちゃん、お兄ちゃん。」等 

修飾語 きらきら（わらう） 青い・楽しい・こわい（空） くもった朝 暗い夜 等 

主題 かげおくり 空 きらきらわらう 

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・つながり 

視点を変える 各登場人物の視点 

 【第３次】 

第９～１０時 

これまでの学習を基にして、感想文を書くことができる。 

 

第１１時 

○考えの共通点や相違点に注目し、自分の考えを見直すこ

とができる。 

・感想文を紹介し合い、自分の考え・解釈を見直し、考えを

深める。 

 

 【第１次】 

第１～２時 

○「ちいちゃんのかげおくり」を読み、単元の見通しをもつこ

とができる。 

・戦争について知っていることを共有する。 

・初発の感想を書く。 

・物語の設定をまとめる。 

 【第２次】 

第３～６時 

○ちいちゃんと家族の状況や心情、場面の様子について、そ

れらを表す言葉に注目し、想像しながら捉えることができ

る。 

・各場面のちいちゃんと家族の状況や場面の様子や気持ち

を想像する。 

・各場面の「かげおくり」について考える。 

第７時 

○物語に出てくる空を比べ、天国にいるちいちゃんが、見たい

空は、どんな空なのか考えることができる。 

・それぞれの空を比べ、ちいちゃんが見たい空はどんな空か

考える。 

第８時 

〇主題について考えることができる。 

・作品を通して作者が伝えたかったことを考える。 

第 3学年 国語科学習指導案 単元名：「場面をくらべながら読み、感じたことをまとめよう」 教材名：「ちいちゃんのかげおくり」（光村図書） 
日時：令和６年１月２６日（金）   授業者： 

場所：３階３年１組教室         児  童：第３学年１組 ３２名 

学びに向かう力、人間性等 

①登場人物の気持ちや様子の変化について、すすんで場面の移り変わりと結び付けて具体

的に想像し、物語を読み深めようとする。 

知識及び技能 

①様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、

話や文章の中で使い、語彙を豊かにすることができ

る。((１)オ) 

思考力、判断力、表現力等 

①文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをも

つことができる。（C（１）オ） 

②登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面

の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができ

る。（C（１）エ） 

③文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一

人の感じ方などに違いがあることに気付くことができる。

（C（１）カ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

○場面を比べながら読む 

既習の「場面の様子や、人物の気持ちを想像しな

がら読む。」を振り返りながら、単元を通して着目する

言葉である「空」を軸として、場面を比べながら読み、

物語の出来事を捉え、中心人物の気持ちを読み進め

ることができるようにする。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

○言葉から中心人物の気持ちを考える 

叙述を根拠に、中心人物の気持ちを考えることが

できるようにする。また、複数の叙述を関連付けること

で、中心人物の気持ちを具体的に想像できるようにす

る。なお、必要に応じて思考ツールを活用することで、

思考を整理し、言葉に着目した深い読みができるよう

にする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

○他者との交流を通して、自分の考えを見直す 

ペアやグループ、全体で交流する際、自分と他者

の考え方、感じ方を比べ、共通点や相違点、取り入れ

たいところに注目して、自分の考えを見直すことがで

きるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 
①登場人物の気持ちや様子の変化について、すすんで
場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像し、物
語を読み深めようとしている。 

知識及び技能 

①様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、

話や文章の中で使い、語彙を豊かにしている。((１)

オ) 

思考力、判断力、表現力 
①文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えを
もっている。（C（１）オ） 
②登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場
面の移り変わりと結び付けて具体的に想像している。
（C（１）エ） 
③文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人
一人の感じ方などに違いがあることに気付くことがで
きている。（C（１）カ） 

①（ノート） ①（ノート） 

①（発言・交流） 

単元を通して着目する言葉 

①②（発言・ワークシート） 

③（発言・感想文） 

 
単元の指導と評価の計画 

全１１時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

①（発言・感想文） 

 
見方（着目する言葉）  空 

①（感想文） 



 

 

（１）本時のねらい 

・登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・二つの「かげおくり」に着目し、それらを比較して共通点や相違点を見付ける。 

 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全１１時間扱いの第６時） 

見方 考え方 

本時では、単元を通して着目する言葉の「空」と本時で着

目する言葉の「かげおくり」を基に、二つの「かげおくり」の様

子を表す言葉（人物の行動・気持ち・情景描写）に着目する。 

また、「ちいちゃんは、きらきらわらいだしました。わらいなが

ら、花ばたけの中を走りだしました。」という叙述に着目し、ちい

ちゃんと読み手の捉え方を比較しながら読み深めていくことが

できるようにする。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時では、二つの「かげおくり」について考える。家族みんな

で初めてした「かげおくり」と、ふらふらする足を踏みしめて一

人でした「かげおくり」の共通点や相違点を見付け、それぞれ

どんなかげおくりだったのかを思考ツールで整理し、まとめて

いくことで、ちいちゃんの見た空について考えることができるよ

うにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、ペアやグループ、全体で交流をする際、思考ツー

ルを使いながら、共通点や相違点、取り入れたいことに注目し

ながら、自分と他者の考えを比べるようにする。交流を通して

自分の考えの見直し、より良い考えに練り上げることができる

ようにする。 

また、読みや思考を改めて促すような発問をしたりすること

で、読みを深めることができるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

単元を通して着目する言葉である「空」は、ちいちゃんのその時の様子や気持ちの変化を伝えている。本時では、家族み

んなでやった「かげおくり」とちいちゃんがひとりでやった「かげおくり」を比較し、ちいちゃんの気持ちや場面の様子と関連

付けながら考えていく。 

また、本時では「かげおくり」に着目し、戦争が大切なものを奪ってしまったことを児童と共感しながら、作者がこの作品

に込めた願いを読み深めていく。 

（３）着目する言葉 
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❶前時に学習した、ちいち

ゃんの気持ちをや失わ

れたものを確認する。 

❹音読をする。 

（P.２２L4～P.25L7） 

❷「単元を通して着目する言葉」と 

「本時で着目する言葉」を確認する。 

❸めあてを確認する。 

❺ちいちゃんの様子を考える。 

❾本時の学習をまとめる。 

❼グループで交流する。 

か
げ
お
く
り 

二
つ
の
か
げ
お
く
り 

 

に
て
い
る
と
こ
ろ 

ち
が
う
と
こ
ろ 

❽全体で共有する。 

は
じ
め
の
か
げ
お
く
り
は
、家
族
み
ん
な
で
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
が
、 

さ
い
ご
の
か
げ
お
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り
は
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人
ぼ
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で
さ
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か
げ
お
く
り
に
な
っ
た
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②（ワークシート） 

３年１組 

 

め
あ
て 

  

ま
と
め 

 

❻クラゲチャートを使用し、 

叙述を根拠に、自分の考えを書く。 

かなしいかげおくり 

さびしいかげおくり 

お父さんの声

が、青い空から

ふってきました 空色の 

花ばたけ 身体がすうっ

とすきとおって 

花ばたけの 

中を走り出した 

青い空に、く

っきりと白い

かげが四つ 

空 

 

か げ お く り 

 

①（発言・交流） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時代 
出征 体の弱いお父さんまで、いくさに行かなければいけない  くうしゅうけいほうのサイレン 

町の様子は、すっかりかわっています ぼうくうごう ざつのうの中に入れてあるほしいい 

時 出征する前の日 次の日 夏のはじめのある夜 風の強い日 朝 昼 暗い夜 それから何十年 

場所 帰り道 暗い橋の下 町 家（おうち） ぼうくうごう 空色の花畑 小さな公園  

登場人物 ちいちゃん お兄ちゃん お父さん お母さん おばさん 

場面 

出来事 かげおくり（記念写真） 出征 くうしゅう お母さんとはぐれました ひとりぼっちになりました 

家は、やけ落ちてなくなっていました たった一つのかげぼうしを見つめながら、数えだしました 

体がすうっとすきとおって、空にすいこまれていく 小さな女の子の命が、空にきえました  

情景描写 かげおくりのよくできそうな空 広い空は、楽しいところではなく、とてもこわい所にかわりました 

くもった朝 暗い夜 青い空 空色の花ばたけ 

色彩表現 青い空 白い四つのかげぼうし 白いたすき 赤い火 空色の花ばたけ 

人物像 中心人物 ちいちゃん：小さな女の子  

心情 

行動・気持ち ちいちゃん：さけびました なくのをやっとこらえて 深くうなずきました暑いような寒いような気がしました 

ふらふらする足をふみしめて立ち上がる きらきらわらいだしました 花ばたけの中を走りだしました 等  

会話文 ちいちゃん：「すごうい。」「お母ちゃん、お母ちゃん。」「おうちのとこ。」「きっと帰ってくるよ。」 

「お父ちゃん。」「お母ちゃん、お兄ちゃん。」等 

修飾語 きらきら（わらう） 青い・楽しい・こわい（空） くもった朝 暗い夜 等 

主題 かげおくり 空 きらきらわらう 

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・つながり 

視点を変える 各登場人物の視点 

 【第３次】 

第９～１０時 

これまでの学習を基にして、感想文を書くことができる。 

 

第１１時 

○考えの共通点や相違点に注目し、自分の考えを見直すこ

とができる。 

・感想文を紹介し合い、自分の考え・解釈を見直し、考えを

深める。 

 

 【第１次】 

第１～２時 

○「ちいちゃんのかげおくり」を読み、単元の見通しをもつこ

とができる。 

・戦争について知っていることを共有する。 

・初発の感想を書く。 

・物語の設定をまとめる。 

 【第２次】 

第３～６時 

○ちいちゃんと家族の状況や心情、場面の様子について、そ

れらを表す言葉に注目し、想像しながら捉えることができ

る。 

・各場面のちいちゃんと家族の状況や場面の様子や気持ち

を想像する。 

・各場面の「かげおくり」について考える。 

第７時 

○物語に出てくる空を比べ、天国にいるちいちゃんが、見たい

空は、どんな空なのか考えることができる。 

・それぞれの空を比べ、ちいちゃんが見たい空はどんな空か

考える。 

第８時 

〇主題について考えることができる。 

・作品を通して作者が伝えたかったことを考える。 

第 3学年 国語科学習指導案 単元名：「場面をくらべながら読み、感じたことをまとめよう」 教材名：「ちいちゃんのかげおくり」（光村図書） 
日時：令和６年１月２６日（金）   授業者： 

場所：３階３年２組教室         児  童：第３学年２組 ３２名 

学びに向かう力、人間性等 

①登場人物の気持ちや様子の変化について、すすんで場面の移り変わりと結び付けて具体

的に想像し、物語を読み深めようとする。 

知識及び技能 

①様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、

話や文章の中で使い、語彙を豊かにすることができ

る。((１)オ) 

思考力、判断力、表現力等 

①文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをも

つことができる。（C（１）オ） 

②登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面

の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができ

る。（C（１）エ） 

③文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一

人の感じ方などに違いがあることに気付くことができる。

（C（１）カ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

○場面を比べながら読む 

既習の「場面の様子や、人物の気持ちを想像しな

がら読む。」を振り返りながら、単元を通して着目する

言葉である「空」を軸として、場面を比べながら読み、

物語の出来事を捉え、中心人物の気持ちを読み進め

ることができるようにする。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

○言葉から中心人物の気持ちを考える 

叙述を根拠に、中心人物の気持ちを考えることが

できるようにする。また、複数の叙述を関連付けること

で、中心人物の気持ちを具体的に想像できるようにす

る。なお、必要に応じて思考ツールを活用することで、

思考を整理し、言葉に着目した深い読みができるよう

にする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

○他者との交流を通して、自分の考えを見直す 

ペアやグループ、全体で交流する際、自分と他者

の考え方、感じ方を比べ、共通点や相違点、取り入れ

たいところに注目して、自分の考えを見直すことがで

きるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 
①登場人物の気持ちや様子の変化について、すすんで
場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像し、物
語を読み深めようとしている。 

知識及び技能 

①様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、

話や文章の中で使い、語彙を豊かにしている。((１)

オ) 

思考力、判断力、表現力 
①文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えを
もっている。（C（１）オ） 
②登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場
面の移り変わりと結び付けて具体的に想像している。
（C（１）エ） 
③文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人
一人の感じ方などに違いがあることに気付くことがで
きている。（C（１）カ） 

①（ノート） ①（ノート） 

①（発言・交流） 

単元を通して着目する言葉 

①②（発言・ワークシート） 

③（発言・感想文） 

 
単元の指導と評価の計画 

全１１時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

①（発言・感想文） 

 
見方（着目する言葉）  空 

①（感想文） 



 

 

（１）本時のねらい 

・物語に出てくる空を比べ、天国にいるちいちゃんが、これから見たい空はどんな空かを考えることができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・それぞれの「空」に注目し、それらを比較する。 

 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全１１時間扱いの第７時） 

見方 考え方 

本時では、天国にいるちいちゃんの気持ちを読むために、

「空」を基にして考えたり、それぞれの「空」の様子を表す言葉

（人物の行動・気持ち・情景描写）に着目したりする。 

さらに、「前よりもいっぱいの家がたっています、小さな公園

になっています、子どもたちがきらきら笑い声をあげて遊んで

います。」という叙述に着目し、当時と現在の違いを比較しな

がら、読み深めていくことができるようにする。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時では、叙述を中心に、ちいちゃんがどんな「空」になって

いてほしいかを考える。また、これまでのちいちゃんの心情や情

景の変化の叙述から、戦争のない「空」はどんな「空」なのか

を関連付けて、自分の考えの根拠を明確にしながら思考ツー

ルで整理し、まとめていくことで、ちいちゃんの見た空について

考えることができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、ペアやグループ、全体で交流をする際、思考ツー

ルを使いながら、共通点や相違点、取り入れたいことに注目し

ながら、自分と他者の考えを比べるようにする。交流を通して

自分の考えの見直し、より良い考えに練り上げることができる

ようにする。 

また、読みや思考を改めて促すような発問をしたりすること

で、読みを深めることができるように促す。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

単元を通して着目する言葉である「空」は、それぞれの「空」でその時の様子や変化を伝えている。本時では、作者の願

いを、これまでの空との違いを比較し、関連付けながら考えていく。 

また、ちいちゃんの様子や気持ちを表す「かげおくり」にも着目してきた。戦争が自分の大切なものを奪ってしまったこと

を児童と共感しながら、作者がこの作品に込めた願いを読み深めていく。 

（３）着目する言葉 
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❶「本時で着目する言葉」の

「かげおくり」を基に、ちいち

ゃんの状況や気持ちの変化

を確認する。 

❸音読をする。 

（P25L9～P25L12） 

❷それぞれの「空」を振り

返りながら、めあてを確

認する。 

❺クラゲチャートを使用し、 

叙述を根拠に、自分の考えを書く。 ❼本時の学習をまとめる。 

❹青い空の下にあるもの

を、全体で共有する。 

❻どんな「空」なのかを全体で共

有し、思考を練り上げる。 

（
青
い
空
の
下
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３年２組 
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平和な空    幸せな空 

青くきれいな空  楽しい空 

空 

 

②（ワークシート） ①（発言・交流） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 小さいとき 昔 ある秋 十日ほどたって 次の日 月のいいばん その明くる日 

場所 中山 山 村 穴の中 小川 兵十のうち 墓地・六地蔵さんのかげ 赤い井戸 物置 細い道 土間 等 

登場人物 ごんぎつね（ごん） 兵十 いわし屋 加助 

場面 

出来事 いたずら そうしき つぐない いわし屋のやつにひどいめに 二人の後をつけて ドンとうちました  等 

情景描写 空はからっと晴れていて 青いけむりが、まだつつ口から細く出ていました 等 

色彩表現 ぼろぼろの黒い着物 ひがん花が、赤いきれのように  白い着物をきたそうれつの者  青いけむり 等 

人物像 

中心人物 ごん：ひとりぼっちの小ぎつね 森の中に、穴をほって住んでいました 村へ出てきて、いたずらばかり 

あんないたずらをしなけりゃよかった 二人の話を聞こうと思って、ついていきました 等 

対人物 兵十：ぼろぼろの黒い着物 おっかあと二人きりで、まずしいくらし  ひとりぼっち 等 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

ごん：いたずらばかり  いわしを投げこんで つぐない くりばかりでなく、松たけも 二人の後をつけて  

かげぼうしをふみふみ 目をつぶったまま、うなずきました 等 

兵十：火縄じゅうをばたりと取り落としました 等 

会話文 ごん：「ちょっ、あんないたずらをしなけりゃよかった。」「おれと同じ、ひとりぼっちの兵十か。」 

「へえ、こいつはつまらないな。」 等 

兵十：「ようし。」「ごん、おまいだったのか、いつも、くりをくれたのは。」 等 

修飾語 ぴょいと どっさり そっと じっと びくっと こっそり ぐったりと ばたりと 等 

呼び方 ごんぎつね ごん ぬすっとぎつねめ きつね あのごんぎつねめ おまい 

主題 つぐない ひとりぼっち  

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・類比・つながり 

視点を変える 各登場人物や読者の視点 

○気持ちの変化を読む 

既習の「場面と場面のつながりを考える」「特別な

言葉に着目する」を振り返りつつ、単元を通して着目す

る言葉の「つぐない」を軸に場面の移り変わりや語句

の使われ方に着目する。また情景描写に着目すると登

場人物の気持ちを想像することができることを学ぶ。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

○中心人物の気持ちを、複数の叙述を基に考える 

ごんが「つぐない」をする理由や兵十への思いにつ

いて、ごんの行動や会話文、修飾語等の言葉（叙述）

を根拠にして考えていく。その際、他の場面の言葉（叙

述）とも関連付けることで、物語が進むにつれて変化

する「つぐない」や兵十に対するごんの気持ちを、より

深く読むことができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

第４学年 国語科学習指導案 単元名：「気持ちの変化を読み、考えたことを話し合おう」 教 材 名 ： 「 ご ん ぎ つ ね 」 （ 光 村 図 書 ） 
日時：令和６年１月２６日（金）   授業者： 

場所：４階４年１組教室         児  童：第４学年１組 ２6名 

学びに向かう力、人間性等 

① 学習の見通しをもって、読んだことを話し合い、一人一人の感じ方などに違いがあること

に気付き、すすんで読みを深めようとする。 

知識及び技能 

①様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、

語彙を豊かにすることができる。((１)オ) 

思考力、判断力、表現力等 

①登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面

の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができ

る。(C(１)エ) 

②文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをも

つことができる。(C(１)オ) 
③文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一

人の感じ方などに違いがあることに気付くことができる。

(C(１)カ) 

 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

○他者との交流を通して、自分の考えを見直す 

ペアやグループ、全体で交流をする際、自分と他者

の考えを比べ、共通点や相違点、取り入れたいことに

注目して、自分の考えを見直す。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 
①学習の見通しをもって、読んだことを話し合い、一人
一人の感じ方などに違いがあることに気付き、すすん
で読みを深めようとしている。 

知識及び技能 
①様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、語
彙を豊かにしている。((１)オ) 

思考力、判断力、表現力 
①登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場
面の移り変わりと結び付けて具体的に想像している。
(C(１)エ) 
②文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えを
もっている。(C(１)オ) 
③文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人
一人の感じ方などに違いがあることに気付いている。
(C(１)カ) 

 

  【第３次】 

第９～１０時 

○「ごんぎつね」の感想文を書き、紹介することができる。 

・これまでの学習を基に感想文を書く。 

・感想文を紹介し合い、交流する。 

 【第２次】 

第３時 

○ごんと兵十の人物像を捉えることができる。 

・ごんと兵十の人物像を、叙述を基に捉える。 

・ごんと兵十の人物像から、単元を通して着目したい言葉

「ひとりぼっち」を捉える。 

第４～５時 

○ごんのつぐないの内容をまとめ、ごんがつぐないをする理

由や兵十への思いを想像することができる。 

・つぐないの内容をまとめ、つぐないをする理由や兵十への

思いを想像する。 

第６～７時 

○兵十と加助の後ろについていくごんや、ごんの「つぐない」

に気付いた時の兵十、うなずいた時のごんの気持ちを想

像することができる。 

・ごんや兵十の気持ちやその変化を、叙述を基に想像する。 

第８時 

○物語の主題を考えることができる。 

・これまでの学習を基に主題を考える。 

 【第１次】 

第１～２時 

 

・初発の感想を Yチャートに、物語の設定を読み取りマッ   

  プにまとめる。 

・学習課題を設定し、単元を通して着目する言葉「つぐな

い」を捉え、学習計画を立てる。 

③（感想文） 

単元を通して着目する言葉 

①（発言・ノート） ①（Yチャート・ 

読み取りマップ） 

②（Yチャート・ 

読み取りマップ） 

 

②（ノート） 

①（発言・ノート） ①（感想文） 

①（ノート・クラゲチャート・ワークシート・発言） 

 
単元の指導と評価の計画 

全１０時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

 
見方（着目する言葉）  つぐない  ひとりぼっち 



 

 

（１）本時のねらい 

・兵十が、ごんの「つぐない」に気付いた時の、兵十とごんの気持ちを考えることができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・ごんと兵十の気持ちを表す叙述に着目し、それらを比較する。 

 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時では、ごんのつぐないに気付いた兵十の気持ちについ

て、兵十の気持ちが分かる複数の叙述（行動や会話文、ごん

の呼び方、修飾語等）と関連付けながら考える。 

また、うなずいた時のごんの気持ちについて、前時まで読み

進めてきたごんの気持ち（「つぐない」や兵十への思い）が分

かる複数の叙述と関連付けながら考える。 

それぞれの気持ちを考えることを通して、これまですれ違っ

ていた兵十とごんが、最後に分かり合うことができたことを捉

えることができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 
  

本時では、ペアやグループ、全体で交流をする際、共通点や

相違点、取り入れたいことに注目しながら、自分と他者の考え

を比べるようにする。交流を通して自分の考えを見直し、より良

い考えに練り上げることができるようにする。 

また、必要に応じて読みや思考を改めて促すような発問をす

ることで、読みを深めることができるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

本時では、ごんの「つぐない」に兵十が気付くことで、兵十

やごんの気持ちがどのように変化したのかに着目する。兵十と

ごんが、お互いをどう思っているのか、他の場面とのつながり

から捉え、そのことを基に気持ちの変化を考えていく。 

また本単元で学んできた「情景描写に着目して気持ちを想

像する」ことから、最後の「青いけむりが、まだつつ口から細く

出ていました。」という叙述にも着目し、その叙述の意図を考え

ることで、兵十やごんの気持ちを捉えていく。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

見方 考え方 

 
ご
ん
ぎ
つ
ね 

                                          

つ
ぐ
な
い 

ご
ん
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つ
ぐ
な
い
」
に
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い
た
時
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十
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・何
と
い
う
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
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た
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
。 

 

・か
わ
い
そ
う
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
。
ご
め
ん
よ
、ご
ん
。 

❶「ごん日記」を 

  基に前時を振 

  り返る。 

❷「単元を通して 

  着目する言葉」 

  を確認する。 

❸本時のめあてを確認する。 

❹音読をする。 

（P.２７L1０～P.２９L１０） 

❺ごんの「つぐない」に 

  気付いた時の兵十の 

  気持ちを考える。 

❾本時を振り返り、ごん 

  と兵十の気持ちを心  

  情曲線にまとめる。 

❻ペアや全体で交流する。 

 
本時（全１０時間扱いの第７時） 

単元を通して着目する言葉である「つぐない」は、兵十へのごんの様々な気持ちが込められている行動である。本時で

は、ごんの「つぐない」に気付いた兵十や、その際のごんの気持ちを、これまで学習してきた「つぐない」に込めたごんの気

持ちと関連付けることで、より深く考えることができるようにする。 

また、これまで「ひとりぼっち」という言葉にも着目してきた。「つぐない」を続けていくごんの思いの一つとして、自分と同

じ「ひとりぼっち」になってしまった兵十への共感がある。その思いも関連付けることで、ごんの気持ちを読み深めていく。 

（３）着目する言葉 

 

 

ぐ
っ
た
り
と
目
を
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
、う
な
ず
い
た
時
の
ご
ん
の
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火
縄
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４年１組 

①（ワークシート） 

❼兵十に気付いてもらえた時の、 

ごんの気持ちを考える。 

①（クラゲチャート） 

❽グループや全体で交流する。 

ひ
と
り
ぼ
っ
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め
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ま
と
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青いけむりが、 

まだつつ口から細く 

出ていました。 

 

さみしさ 

悲しさ 

後かい 

つ ぐ な い 

 

 

ひ と り ぼ っ ち 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 小さいとき 昔 ある秋 十日ほどたって 次の日 月のいいばん その明くる日 

場所 中山 山 村 穴の中 小川 兵十のうち 墓地・六地蔵さんのかげ 赤い井戸 物置 細い道 土間 等 

登場人物 ごんぎつね（ごん） 兵十 いわし屋 加助 

場面 

出来事 いたずら そうしき つぐない いわし屋のやつにひどいめに 二人の後をつけて ドンとうちました  等 

情景描写 空はからっと晴れていて 青いけむりが、まだつつ口から細く出ていました 等 

色彩表現 ぼろぼろの黒い着物 ひがん花が、赤いきれのように  白い着物をきたそうれつの者  青いけむり 等 

人物像 

中心人物 ごん：ひとりぼっちの小ぎつね 森の中に、穴をほって住んでいました 村へ出てきて、いたずらばかり 

あんないたずらをしなけりゃよかった 二人の話を聞こうと思って、ついていきました 等 

対人物 兵十：ぼろぼろの黒い着物 おっかあと二人きりで、まずしいくらし  ひとりぼっち 等 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

ごん：いたずらばかり  いわしを投げこんで つぐない くりばかりでなく、松たけも 二人の後をつけて  

かげぼうしをふみふみ 目をつぶったまま、うなずきました 等 

兵十：火縄じゅうをばたりと取り落としました 等 

会話文 ごん：「ちょっ、あんないたずらをしなけりゃよかった。」「おれと同じ、ひとりぼっちの兵十か。」 

「へえ、こいつはつまらないな。」 等 

兵十：「ようし。」「ごん、おまいだったのか、いつも、くりをくれたのは。」 等 

修飾語 ぴょいと どっさり そっと じっと びくっと こっそり ぐったりと ばたりと 等 

呼び方 ごんぎつね ごん ぬすっとぎつねめ きつね あのごんぎつねめ おまい 

主題 つぐない ひとりぼっち  

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・類比・つながり 

視点を変える 各登場人物や読者の視点 

○気持ちの変化を読む 

既習の「場面と場面のつながりを考える」「特別な

言葉に着目する」を振り返りつつ、単元を通して着目す

る言葉の「つぐない」を軸に場面の移り変わりや語句

の使われ方に着目する。また情景描写に着目すると登

場人物の気持ちを想像することができることを学ぶ。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

○中心人物の気持ちを、複数の叙述を基に考える 

ごんが「つぐない」をする理由や兵十への思いにつ

いて、ごんの行動や会話文、修飾語等の言葉（叙述）

を根拠にして考えていく。その際、他の場面の言葉（叙

述）とも関連付けることで、物語が進むにつれて変化

する「つぐない」や兵十に対するごんの気持ちを、より

深く読むことができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

第４学年 国語科学習指導案 単元名：「気持ちの変化を読み、考えたことを話し合おう」 教 材 名 ： 「 ご ん ぎ つ ね 」 （ 光 村 図 書 ） 
日時：令和６年１月２６日（金）   授業者： 

場所：４階４年２組教室         児  童：第４学年２組 ２８名 

学びに向かう力、人間性等 

① 学習の見通しをもって、読んだことを話し合い、一人一人の感じ方などに違いがあること

に気付き、すすんで読みを深めようとする。 

知識及び技能 

①様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、

語彙を豊かにすることができる。((１)オ) 

思考力、判断力、表現力等 

①登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面

の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができ

る。(C(１)エ) 

②文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをも

つことができる。(C(１)オ) 
③文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一

人の感じ方などに違いがあることに気付くことができる。

(C(１)カ) 

 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

○他者との交流を通して、自分の考えを見直す 

ペアやグループ、全体で交流をする際、自分と他者

の考えを比べ、共通点や相違点、取り入れたいことに

注目して、自分の考えを見直す。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 
①学習の見通しをもって、読んだことを話し合い、一人
一人の感じ方などに違いがあることに気付き、すすん
で読みを深めようとしている。 

知識及び技能 
①様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、語
彙を豊かにしている。((１)オ) 

思考力、判断力、表現力 
①登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場
面の移り変わりと結び付けて具体的に想像している。
(C(１)エ) 
②文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えを
もっている。(C(１)オ) 
③文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人
一人の感じ方などに違いがあることに気付いている。
(C(１)カ) 

 

  【第３次】 

第９～１０時 

○「ごんぎつね」の感想文を書き、紹介することができる。 

・これまでの学習を基に感想文を書く。 

・感想文を紹介し合い、交流する。 

 【第２次】 

第３時 

○ごんと兵十の人物像を捉えることができる。 

・ごんと兵十の人物像を、叙述を基に捉える。 

・ごんと兵十の人物像から、単元を通して着目したい言葉

「ひとりぼっち」を捉える。 

第４～５時 

○ごんのつぐないの内容をまとめ、ごんがつぐないをする理

由や兵十への思いを想像することができる。 

・つぐないの内容をまとめ、つぐないをする理由や兵十への

思いを想像する。 

第６～７時 

○兵十と加助の後ろについていくごんや、ごんの「つぐない」

に気付いた時の兵十、うなずいた時のごんの気持ちを想

像することができる。 

・ごんや兵十の気持ちやその変化を、叙述を基に想像する。 

第８時 

○物語の主題を考えることができる。 

・これまでの学習を基に主題を考える。 

 【第１次】 

第１～２時 

 

・初発の感想を Yチャートに、物語の設定を読み取りマッ   

  プにまとめる。 

・学習課題を設定し、単元を通して着目する言葉「つぐな

い」を捉え、学習計画を立てる。 

③（感想文） 

単元を通して着目する言葉 

①（発言・ノート） ①（Yチャート・ 

読み取りマップ） 

②（Yチャート・ 

読み取りマップ） 

 

②（ノート） 

①（発言・ノート） ①（感想文） 

①（ノート・クラゲチャート・ワークシート・発言） 

 
単元の指導と評価の計画 

全１０時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

 
見方（着目する言葉）  つぐない  ひとりぼっち 



 

 

（１）本時のねらい 

・兵十と加助の後をついていくごんの気持ちを考えることができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・ごんの気持ちを表す叙述に着目し、それらを比較する。 

 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時では、兵十と加助の後をついていくごんの気持ちにつ

いて、ごんの気持ちが分かる複数の叙述（行動や会話文等）

と関連付けながら考える。 

 また、つぐないは神様のしわざだと聞いたごんの気持ちに

ついて、前時まで読み進めてきたごんの気持ち（「つぐない」

や兵十への思い）が分かる叙述と関連付けながら考える。これ

らのことにより、ごんは兵十への思いを強くさせる一方、兵十は

ごんのつぐないに気付いていないという、ごんと兵十のすれ違

いに気付き、物語を深く読むことができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

  

本時では、ペアやグループ、全体で交流をする際、共通点や

相違点、取り入れたいことに注目しながら、自分と他者の考え 

を比べるようにする。交流を通して自分の考えの見直し、より良

い考えに練り上げることができるようにする。 

 また、必要に応じて、読みや思考を改めて促すような発問をし

たりすることで、読みを深めることができるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

本時では、兵十と加助の話を聞いたごんの気持ちが、どの

ように変化したのかに着目する。ごんが兵十のことを、どのよう

に思っているのを、他場面とのつながりから捉え、そのことを基

に気持ちの変化を考えていく。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

見方 考え方 

 
ご
ん
ぎ
つ
ね 

                                          

つ
ぐ
な
い 

二
人
の
会
話
を
聞
い
た
ご
ん
の
気
持
ち
を
考
え
よ
う
。 

・二
人
の
話
を
聞
き
た
く
て
た
ま
ら
な
い
。 

・ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
な
。 

・何
を
話
し
て
い
る
の
か
が
気
に
な
る
。 

 

❶「ごん日記」を 

基に前時を振り

返る。 

❹音読をする。 

（P２３L11～P２７Ｌ８） 

❷「単元を通して着目す

る言葉」を確認する。 

❸本時のめあてを

確認する。 

❺兵十と加助の後をつ

いていくごんの気持

ちを考える。 

❾本時を振り返り、ごんと

兵十の気持ちを心情曲

線にまとめる。 

❼つぐないは神様のしわざだと聞

いたごんの気持ちを考える。 

 
本時（全１０時間扱いの第６時） 

単元を通して着目する言葉である「つぐない」は、兵十へのごんの様々な気持ちが込められている行動である。 

本時は、つぐないは神様のしわざだと聞いたことにより、存在に気付いてくれるかもしれないという期待から落胆へとご

んの気持ちが変化する場面である。これまで学習してきた「つぐない」に込めたごんの気持ちを関連付けながら、ごんの気

持ちの変化を読み取ることで、ごんの兵十への強い思いや親しみについても気付けるようにする。 

また、これまで「ひとりぼっち」という言葉にも着目をしてきた。「つぐない」を続けていくごんの思いとして、自分と同じ

「ひとりぼっち」になってしまった兵十への共感がある。その思いも関連付けながらごんの気持ちを読み深め、物語の主題

に迫ることができるようにする。 

 

（３）着目する言葉 

  

つ
ぐ
な
い 

神
様
の
し
わ
ざ 

❽グループや全体で交流する。 

・せ
っ
か
く
苦
労
し
て
持
っ
て
き
て
い
る
の
に
、
神
様
の
し
わ
ざ
な
ん
て
が
っ
か
り
。 

・自
分
に
感
し
ゃ
し
て
ほ
し
い
。 

 

・ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
兵
十
の
た
め
に
、
も
っ
と
つ
ぐ
な
い
た
い
。 

 

・自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い 

・自
分
が
つ
ぐ
な
い
を
し
た
こ
と
を
兵
十
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
。 

❻ペアや全体で交流する。 

つ
ぐ
な
い
は
神
様
の
し
わ
ざ
だ
と
聞
い
た
ご
ん
の
気
持
ち 

→

ご
ん
の
兵
十
へ
の
強
い
思
い
、親
し
み
、愛
じ
ょ
う 

４年２組 

①（ワークシート） 

①（ワークシート） 

ひ
と
り
ぼ
っ
ち 

 

め
あ
て 

 

 

ま
と
め 

 ご
ん
は
つ
ぐ
な
い
を
し
て
い
た
こ
と
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
が
、神
様
の
し
わ
ざ

だ
と
聞
い
て
が
っ
か
り
し
た
。 

だ
け
ど
、つ
ぐ
な
い
を
続
け
る
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。 

二
人
の
後
を
つ
け
は
じ
め
た
時
の
ご
ん
の
気
持
ち 

さし絵 

つ ぐ な い 

 

 

ひ と り ぼ っ ち 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 三十五、六年前 今年も 秋 翌年 夏のうち 翌日も 夜の間 今年もまた 一冬をこす 晴れた春の朝 等 

場所 栗野岳のふもと 大造じいさんの家 ぬま池 

登場人物 大造じいさん 残雪 

場面 

出来事 ウナギつりばり タニシ ばらまいて おとり 地上ではげしく戦って 正面からにらみつけ 見守っていました 等 

情景描写 秋の日が… あかつきの光が… 青くすんだ空 東の空が真っ赤に燃えて 美しい朝の空 

白い羽毛が… 羽が白い花弁のように… らんまんとさいたスモモの花は… 等 

色彩表現 あかつき 黒く 青く 真っ赤 白 くれない 等 

比喩、擬態語 子どものように ほおがびりびり 冷え冷えするじゅうしん 羽が白い花弁のように 等 

人物像 
中心人物 大造じいさん：かねて考えていた 夏のうちから心がけて 長年の経験 晴れ晴れとした顔つき 等 

対人物 残雪：真っ白な交じり毛 頭領 りこうなやつ 油断なく 本能 堂々たる態度 いげん 努力 等 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

大造じいさん：わくわく 夢中 心がけて 案の定 会心のえみ ほおがびりびり してやられる にっこり 

心の落ち着く 目を開く じゅうを下ろす かけつける 手をのばす 強く心を打たれる 等 

残雪：救わねばならぬ仲間のすがた 力いっぱい ぐったりと にらみつけ じたばたさわぎません いげん 等 

会話文 大造じいさん：「しめたぞ。」「はてな。」「ううむ。」「ううん。」「さあ、いよいよ戦闘開始だ。」「さあ、今日こそ…」 

「どうしたことだ。」「おうい、ガンの英雄よ。」「また堂々と戦おうじゃあないか。」 等 

対人物に対して りこうなやつ 感嘆 たいしたちえ してやられる うなる 今日こそ 

呼び方 たかが鳥 あの残雪 あの残雪め 英雄 えらぶつ 

主題 英雄 

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・つながり 

視点を変える 各登場人物の視点 

 

 

 

 【第２次】 

第２時 

 

・それぞれの計略の内容と結果を捉える。 

第３～４時 

〇大造じいさんの心情の変化について考えることができる。 

・作戦に対する意気込みの変化や情景描写、行動、残雪の

呼び方などに着目し、大造じいさんの心情を考える。 

第５時 

○大造じいさんの心情の変化について考えることができる。 

・残雪のハヤブサとの戦いや大造じいさんに対峙する様子

を通して、大造じいさんの残雪に対する心情が変化したこ

とを考える。 

第６時 

○残雪をガンの「英雄」と呼ぶ大造じいさんの心情を考える

ことができる。 

・残雪の印象を物語の初めから振り返る。 

・「英雄」と呼ぶ理由を前時までの叙述や心情等と関連さ

せて考える。 

第７時 

○物語の主題について考えることができる。 

・作者が伝えたかったことを前時までの内容を振り返った

り、叙述から読み取ったりして考え、物語の主題を考える。 

・友達と交流して、考えを深める。 

 【第３次】 

第８～９時 

○作品の魅力について文章を書き、友達と読み合って、自分

の考えを広げることができる。 

 

 

学びに向かう力、人間性等 

①すすんで物語の登場人物の心情を表すすぐれた表現を見付け、それを伝えようとする。 

知識及び技能 

①語句と語句との関係、語感や言葉の使い方に対する

感覚を意識して、語や語句を使うことができる。（（１）

オ） 

思考力、判断力、表現力等 

①人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表

現の効果を考えたりすることができる。（Ｃ(1)エ） 

②文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考え

を広げることができる。（Ｃ(1)カ） 

③登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に

捉えることができる。（Ｃ(1)イ） 

④文章を読んで、理解したことに基づいて、自分の考えをま

とめることができる。（Ｃ(1)オ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 

①すすんで物語の登場人物の心情を表すすぐれた表現

を見付け、それを伝えようとしている。 

知識及び技能 

①語句と語句との関係、語感や言葉の使い方に対する

感覚を意識して、語や語句を使っている。（（１）オ） 

思考力、判断力、表現力 

①人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、

表現の効果を考えたりしている。（Ｃ(1)エ） 

②文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の

考えを広げている。（Ｃ(1)カ） 

③登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基

に捉えている。（Ｃ(1)イ） 

④文章を読んで、理解したことに基づいて、自分の考え

をまとめている。（Ｃ(1)オ） 

単元を通して着目する言葉 

②（交流） 

 

第５学年 国語科学習指導案 

 
単元の指導と評価の計画 

全９時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

教材名：「大造じいさんとガン」（光村図書） 
日時：令和６年１月２６日（金）   授業者： 

場所：４階５年１組教室         児  童：第５学年１組 ３４名 

単元名： 

 

 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

○他者の考えを比較し、読みを更新する 

自分の考えを友達に紹介したり、友達と比較する

ために交流したり、検討したりする機会を設けてい

く。物語の見方や考え方の違いに気付いたり、自分

の読みを振り返ったりしながら、自分の考えを更新

し、全体に広げていけるようにする。 

 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

○中心人物の心情を表す言葉に着目する 

大造じいさんが残雪に対して抱く心情の変化

を、情景描写や行動の叙述から読み取り、単元を

通して着目する言葉や本時で着目する言葉を中心

に自分の考えをまとめていくことができるようにす

る。 

 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

○登場人物の心情と情景描写を関連付ける 

登場人物の心情を情景描写や行動から想像した

り、表現の工夫に着目したりしながら読み進める。 

さらに、残雪を「英雄」と讃えるようになる大造じ

いさんの心情に迫るため、物語に一貫した問いを設

定し、毎時間文章のつながりを意識した読みも行っ

ていく。 

 【第１次】 

第１時 

○単元の見通しをもち、学習課題を立てることができる。 

・全文を通読して感想や考えをもち、単元を通して着目する

言葉を設定し、学習計画を立てる。 

 
見方（着目する言葉） 

①（ワークシート） ①（発言・ワークシート） 

 英雄 

④（ワークシート） 

 

①③④（ワークシート） 

②（発言、交流） 
①（ワークシート） ①（発言・ワークシート） 



 

 

（１）本時のねらい 

・大造じいさんが残雪を「英雄」と呼んだ心情を、叙述を基に考えることができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・単元を通して着目する言葉である「英雄」に着目し、 

大造じいさんの心情の変化を物語の出来事と関連付けながら考え、想像する。 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全９時間扱いの第６時） 

見方 

考え方 

本時は、物語の最後の場面であり、残雪を「英雄」と認めた

大造じいさんの心情を読み取っていく。ハヤブサと戦う前と後

で大造じいさんの残雪に対する見方が変わっている。前時ま

での残雪の様子や行動をふり返り、「英雄」となった残雪を思

う大造じいさんの心情を考えることができるようにする。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

「ひきょうなやり方でやっつけたかあないぞ。」「おれたちは、

また堂々と戦おうじゃあないか。」という部分に着目していく。こ

の大造じいさんの言葉にはどのような思いが込められている

のか、前時までの関連する叙述を探しながら大造じいさんの

心情を考える。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、ガンの「英雄」である残雪に対して、大造じいさ

んの心情が場面を通してどのように変化してきたのかを、自分

の考えをまとめていくようにする。また、それを友達と交流する

ことで、自分の読みを見直し、友達との共通点や相違点などを

探したり、検討したりすることで、自分の考えを更新することが

できるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

残雪を「英雄」と認めた大造じいさんの言葉には、どのような思いが込められているのかを、物語の出来事（叙述）を振

り返りながら考えていく。その際、これまで残雪に抱いていた大造じいさんの心情と最後の場面での心情との違いに着目し

ながら、大造じいさんの心情の変化に迫っていけるようにする。 

（３）着目する言葉 

 

 

大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン 

                                          

英
雄 

残
雪
を
ガ
ン
の
「
英
雄
」
と
呼
ぶ
大
造
じ
い
さ
ん
の
心
情
を
考
え
よ
う
。 

こ
れ
ま
で
の
残
雪 

 

計
略
を
見
破
る
利
口
な
鳥  

い
ま
い
ま
し
い
鳥  

仲
間
に
危
険
を
指
導
す
る
頭
の
よ
い
鳥 

         

○
大
造
じ
い
さ
ん
の
言
葉
と
そ
の
様
子 

・「
お
れ
は
、ひ
き
ょ
う
な
や
り
方
で
や
っ
つ
け
た
か
あ
な
い
ぞ
。」 

・「
お
れ
た
ち
は
、ま
た
堂
々
と
戦
お
う
じ
ゃ
あ
な
い
か
。」 

    

○
大
造
じ
い
さ
ん
の
心
情  

・
「
弱
っ
て
い
る
残
雪
を
う
ち
取
る
の
は
ひ
き
ょ
う
な
気
が
す
る
。
仲
間
を
助
け
る
ほ
ど
の
勇
気

の
あ
る
鳥
だ
か
ら
、
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
今
年
の
冬
に
自
分
が
考
え
た
計
略
で

も
う
一
度
捕
ま
え
ら
れ
る
か
対
決
し
て
み
た
い
。」 

  

大
造
じ
い
さ
ん
は
、仲
間
の
た
め
に
ハ
ヤ
ブ
サ
と
戦
っ
た
残
雪
を 

ガ
ン
の
「
英
雄
」
と
思
い
、正
々
堂
々
と
戦
っ
て
捕
え
た
い
と
願
っ
た
。 

❶「本単元を通して着目

する言葉」を確認する。 

❹前時までの残雪の印

象を振り返る。 

❷本時のめあてを確認する。 

❸音読をする。 

（P23６L1～P237L14） 

❺大造じいさんの言葉と関

連する叙述を探す。 

❽本時の学習をまとめる。 

❻大造じいさんの心情を考える。 

❼意見交流をする。 

③（ワークシート） 

５年１組 

 

め
あ
て 

  

ま
と
め 

 

さし絵 

・よ
い
ラ
イ
バ
ル
的
存
在   

・敵
で
あ
る
が
、そ
の
力
を
認
め
て
い
る 

ハ
ヤ
ブ
サ
と
の
戦
い 

→

仲
間
を
助
け
る
姿
、 

い
げ
ん
を
保
つ
様
子 

晴
れ
晴
れ
と
し
た
顔
つ
き
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

英
雄 

英 雄 

 

②（発言、交流） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 三十五、六年前 今年も 秋 翌年 夏のうち 翌日も 夜の間 今年もまた 一冬をこす 晴れた春の朝 等 

場所 栗野岳のふもと 大造じいさんの家 ぬま池 

登場人物 大造じいさん 残雪 

場面 

出来事 ウナギつりばり タニシ ばらまいて おとり 地上ではげしく戦って 正面からにらみつけ 見守っていました 等 

情景描写 秋の日が… あかつきの光が… 青くすんだ空 東の空が真っ赤に燃えて 美しい朝の空 

白い羽毛が… 羽が白い花弁のように… らんまんとさいたスモモの花は… 等 

色彩表現 あかつき 黒く 青く 真っ赤 白 くれない 等 

比喩、擬態語 子どものように ほおがびりびり 冷え冷えするじゅうしん 羽が白い花弁のように 等 

人物像 
中心人物 大造じいさん：かねて考えていた 夏のうちから心がけて 長年の経験 晴れ晴れとした顔つき 等 

対人物 残雪：真っ白な交じり毛 頭領 りこうなやつ 油断なく 本能 堂々たる態度 いげん 努力 等 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

大造じいさん：わくわく 夢中 心がけて 案の定 会心のえみ ほおがびりびり してやられる にっこり 

心の落ち着く 目を開く じゅうを下ろす かけつける 手をのばす 強く心を打たれる 等 

残雪：救わねばならぬ仲間のすがた 力いっぱい ぐったりと にらみつけ じたばたさわぎません いげん 等 

会話文 大造じいさん：「しめたぞ。」「はてな。」「ううむ。」「ううん。」「さあ、いよいよ戦闘開始だ。」「さあ、今日こそ…」 

「どうしたことだ。」「おうい、ガンの英雄よ。」「また堂々と戦おうじゃあないか。」 等 

対人物に対して りこうなやつ 感嘆 たいしたちえ してやられる うなる 今日こそ 

呼び方 たかが鳥 あの残雪 あの残雪め 英雄 えらぶつ 

主題 英雄 

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・つながり 

視点を変える 各登場人物の視点 

 

 

 

 【第２次】 

第２時 

 

・それぞれの計略の内容と結果を捉える。 

第３～４時 

〇大造じいさんの心情の変化について考えることができる。 

・作戦に対する意気込みの変化や情景描写、行動、残雪の

呼び方などに着目し、大造じいさんの心情を考える。 

第５時 

○大造じいさんの心情の変化について考えることができる。 

・残雪のハヤブサとの戦いや大造じいさんに対峙する様子

を通して、大造じいさんの残雪に対する心情が変化したこ

とを考える。 

第６時 

○残雪をガンの「英雄」と呼ぶ大造じいさんの心情を考える

ことができる。 

・残雪の印象を物語の初めから振り返る。 

・「英雄」と呼ぶ理由を前時までの叙述や心情等と関連さ

せて考える。 

第７時 

○物語の主題について考えることができる。 

・作者が伝えたかったことを前時までの内容を振り返った

り、叙述から読み取ったりして考え、物語の主題を考える。 

・友達と交流して、考えを深める。 

 【第３次】 

第８～９時 

○作品の魅力について文章を書き、友達と読み合って、自分

の考えを広げることができる。 

 

 

学びに向かう力、人間性等 

①すすんで物語の登場人物の心情を表すすぐれた表現を見付け、それを伝えようとする。 

知識及び技能 

①語句と語句との関係、語感や言葉の使い方に対する

感覚を意識して、語や語句を使うことができる。（（１）

オ） 

思考力、判断力、表現力等 

①人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表

現の効果を考えたりすることができる。（Ｃ(1)エ） 

②文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考え

を広げることができる。（Ｃ(1)カ） 

③登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に

捉えることができる。（Ｃ(1)イ） 

④文章を読んで、理解したことに基づいて、自分の考えをま

とめることができる。（Ｃ(1)オ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 

①すすんで物語の登場人物の心情を表すすぐれた表現

を見付け、それを伝えようとしている。 

知識及び技能 

①語句と語句との関係、語感や言葉の使い方に対する

感覚を意識して、語や語句を使っている。（（１）オ） 

思考力、判断力、表現力 

①人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、

表現の効果を考えたりしている。（Ｃ(1)エ） 

②文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の

考えを広げている。（Ｃ(1)カ） 

③登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基

に捉えている。（Ｃ(1)イ） 

④文章を読んで、理解したことに基づいて、自分の考え

をまとめている。（Ｃ(1)オ） 

単元を通して着目する言葉 

②（交流） 

 

第５学年 国語科学習指導案 

 
単元の指導と評価の計画 

全９時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

教材名：「大造じいさんとガン」（光村図書） 
日時：令和６年１月２６日（金）   授業者： 

場所：４階５年２組教室         児  童：第５学年２組 ３４名 

単元名： 

 

 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

○他者の考えを比較し、読みを更新する 

自分の考えを友達に紹介したり、友達と比較する

ために交流したり、検討したりする機会を設けてい

く。物語の見方や考え方の違いに気付いたり、自分

の読みを振り返ったりしながら、自分の考えを更新

し、全体に広げていけるようにする。 

 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

○中心人物の心情を表す言葉に着目する 

大造じいさんが残雪に対して抱く心情の変化

を、情景描写や行動の叙述から読み取り、単元を

通して着目する言葉や本時で着目する言葉を中心

に自分の考えをまとめていくことができるようにす

る。 

 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

○登場人物の心情と情景描写を関連付ける 

登場人物の心情を情景描写や行動から想像した

り、表現の工夫に着目したりしながら読み進める。 

さらに、残雪を「英雄」と讃えるようになる大造じ

いさんの心情に迫るため、物語に一貫した問いを設

定し、毎時間文章のつながりを意識した読みも行っ

ていく。 

 【第１次】 

第１時 

○単元の見通しをもち、学習課題を立てることができる。 

・全文を通読して感想や考えをもち、単元を通して着目する

言葉を設定し、学習計画を立てる。 

 
見方（着目する言葉） 

①（ワークシート） ①（発言・ワークシート） 

 英雄 

④（ワークシート） 

 

①③④（ワークシート） 

②（発言、交流） 
①（ワークシート） ①（発言・ワークシート） 



 

 

（１）本時のねらい 

・残雪がハヤブサと戦っている様子や、戦いを終えた後に大造じいさんに対峙する残雪の様子から、 

大造じいさんの心情の変化について考えることができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・残雪の一連の行動や様子を叙述から読み取り、大造じいさんの心情の変化を関連付けながら考える。 

 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見方 考え方 

本時では、ハヤブサと戦う残雪の行動や様子、そして、戦い

を終え、大造じいさんに対峙する残雪の様子から、大造じいさ

んの心情がどのように変わったのか読み取っていく。特に、着

目する言葉である「英雄」に関連する言葉や文章を押さえ、大

造じいさんの心情を想像する。また、大造じいさんの心情を表

現している情景描写にも触れ、物語の魅力を引き出す効果が

あることも考え、読みを深めていくことができるようにする。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時は、大造じいさんの心情が大きく変化する場面であり、

情景描写や言葉（叙述）から心情の変化が読み取ることがで

きる。大事な文章に印をつけたり、線を引いたりして丁寧に捉

えるようにする。ワークシートには探し出した言葉（叙述）を整

理して、ハヤブサと戦った残雪の様子をまとめ、そこから大造じ

いさんの心情を想像することができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、大造じいさんの心情が大きく変わった場面を中

心に読み取り、その時の心情を想像する。傷付いた残雪の様

子から、大造じいさんの心情の変化について、友達と意見交

換しながら、自分の考えを更新していくようにする。また、自分

の考えと友達の考えを比較し、違いに気付くことで、さらに考え

を広げられることができるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 
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❶「単元を通して着目する

言葉」を確認する。 

❹ハヤブサとの戦いにつ

いておさえる。 

❷本時のめあてを確認する。 

❻意見交流をし、大造じいさんの

残雪に対する言葉をまとめる。 

❺大造じいさんの心情の変化について考える。 

５年２組 

③（ワークシート） 
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ハヤブサと戦っているときの残雪のとった行動や大造じいさんに対峙する残雪の様子から、大造じいさんの心情を考え

る。また、「たかが鳥」と捉えられていた残雪が、「英雄」に変化するまでに至った要因をキーワード化することで、大造じいさ

んの残雪に対する心情の変化を捉えやすくする。 

（３）着目する言葉 
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本時（全９時間扱いの第５時） 

②（発言、交流） 

❼本時の学習をまとめる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 子どものころ 中学校を卒業する年の夏 弟子になって何年もたったある朝 瀬にもぐり続けて 

場所 海 父が死んだ瀬 海草のゆれる穴のおく 海底 

登場人物 太一 与吉じいさ 父 母 

場面 

出来事 水中でこときれていた 弟子 海に帰っていった 父の海にやって来た 瀬の主を殺さないで済んだ けっこん 

情景描写 「ぬれた金色の光…」 「海中に棒になって…」 「銀色にゆれる水面」 「魚がえらを動かすたび…」 等 

色彩表現 緑色の目 金色 銀色 青い 黒い 銀 

比喩 つえ 海に帰る 海で生きる ひとみは黒いしんじゅのよう 刃物のような歯 岩そのものが魚のよう 等 

人物像 

中心人物 太一：屈強な若者 たくましい背中 自由な世界 

対人物  父  ：たった一人でもぐる じまんすることなく 村一番のもぐり漁師 

 母  ：おそろしくて おだやかで 満ち足りた 

与吉じいさ：「海に自然に遊ばせてやりたくなっとる」 「千びきにいっぴきでいいんだ」 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

 父 ：もぐり漁師 じまんすることもなく    与吉じいさ：一本づり 二十ぴき 

 母 ：悲しみ おだやか 満ち足りた 美しい 

太一：屈強な若者 興奮 冷静 追い求めてきた 本当の一人前の漁師 泣きそう ほほえみ あぶく えがお 等 

会話文  父 ：「海のめぐみだからなあ。」 与吉じいさ：「千びきに一ぴきでいいんだ。…ずっとこの海で生きていけるよ。」 

 母 ：「…いつ言い出すかと思うと、私はおそろしくて夜もねむれないよ。おまえの心の中が見えるようで。」 

太一：「ぼくは漁師になる。」 「心から感謝しております。」 「おとう、ここにおられたのですか。…」 等 

修飾語 たった 少しも なかなか 自然な いつものように はやばやと 不意に まぼろし おだやかな ふっと 等 

主題 海 海の命 村一番の漁師 

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・つながり 

視点を変える 各登場人物の視点 

第６学年 国語科学習指導案 
単元名： 
 

 
教 材 名 ： 「 海 の 命 」 （ 光 村 図 書 ） 

日時：令和６年１月２６日（金）   授業者： 

場所：１階６年１組教室         児  童：第６学年１組 ３３名 

学びに向かう力、人間性等 

 

①登場人物の関係等に着目して自分の考えをまとめ、互いの考えを伝え合うことを通して、

すすんで自分の考えを広げようとする。 

知識及び技能 

 

①語句と語句との関係、語感や言葉の使い方に対する

感覚を意識して、語や語句を使うことができる。（（１）

オ） 

思考力、判断力、表現力等 

 

①文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の

考えを広げることができる。（C（１）カ） 

②人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現

の効果を考えたりすることができる。（C（１）エ） 

③文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを

まとめることができる。（C（１）オ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

〇これまでの読み方を生かして読む 

  物語の「設定」や「構造」を捉える読み方に加え、

各登場人物の「行動」「気持ち」「相互関係」を把握

するために、行動や気持ちの「変化」や「行動描写」

「情景描写」「比喩」等に着目した読み方も取り入れ

ていく。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 

①登場人物の関係等に着目して自分の考えをまとめ、

互いの考えを伝え合うことを通して、すすんで自分の

考えを広げようとしている。 

知識及び技能 

①語句と語句との関係、語感や言葉の使い方に対する

感覚を意識して、語や語句を使っている。（（１）オ） 

思考力、判断力、表現力 

①文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の

考えを広げている。（C（１）カ） 

②人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現

の効果を考えたりしている。（C（１）エ） 

③文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを

まとめている。（C（１）オ） 

 

 【第３次】  

第７～８時 

〇並行読書をしている立松和平の「いのち」シリーズについ

て紹介する POPをつくり、紹介し合うことができる。 

・これまでの読み方を生かし、POP作りをする。 

 【第２次】 

第２時 

〇物語の全体像を捉えることができる。 

・物語の「設定」や「構造」を確認する。 

・中心人物の変化した場面について考える。 

第３～４時 

〇太一に各登場人物がどのような影響を与えたのかを考える

ことができる。 

・「父」に関する叙述を基に、父の人物像について自分の考え

をまとめ、太一にどのような影響を与えたのかを考える。 

・「母」に関する叙述を基に、母の人物像について自分の考え

をまとめ、太一にどのような影響を与えたのかを考える。 

・「与吉じいさ」に関する叙述を基に、与吉じいさの人物像に

ついて自分の考えをまとめ、太一にどのような影響を与えた

のかを考える。 

第５時 

〇「瀬の主」と出会ったときの太一の心情を考えることができ

る。 

・表現の効果に着目して、太一の心情の変化を考える。 

第６時 

〇「海の命」について、自分の考えをまとめることができる。 

・「海の命」が表しているものについて、これまで読み進めたこ

とを基に考える。 

 【第１次】 

第１時 

〇「海の命」を読み、単元の見通しをもつことができる。 

・教材文を通読する。 ・読み取りマップを作成する。 

・単元の見通しをもつ（単元を通して着目する言葉）。 

①（発言・ノート） 

③（発言・ノート） 

単元を通して着目する言葉 

 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

〇単元を通して着目する言葉を中心とする 

  本教材は、中心人物の「海の命」に対する考えに

変化がある物語である。そのため、同じ人物や言葉

であっても、物語全体でどのように変化していったの

かを、周りの言葉と関連付けたり、他の登場人物の

会話文や描写等と関連付けたりして読み進めてい

く。このようにすることで、人物像を具体的に想像し

たり、物語の全体像を考えたりすることができる。 

 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

〇他者との交流を通して、自分の考えを広げていく 

自分の考えをもち、他者と交流することの必要感

をもたせてから交流をする。また、交流の際には、自

分の考えをよりよくするために、他者の考えを踏まえ

て考えを更新できるようにする。さらに、他者との議

論を通して、考えを検討することで、深い読みができ

るようにする。 

 
単元の指導と評価の計画 

全８時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

①②（発言・ノート） 

③（POP） 

 
見方（着目する言葉） 

①（交流・発言） 

 海の命 

①（POP） ①（交流・発言） 



 

 

（１）本時のねらい 

・「海の命」が表しているものについて、自分の考えをまとめることができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・「海の命」「村一番の漁師」という言葉に着目し、 

これまで学んできた心情と比較・関連付けながら、太一の気持ちに迫り、主題を考える。 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全８時間扱いの第６時） 

見方 

考え方 

本時では、これまで読み取ってきたこと（登場人物の人物像

や太一の心情）を基に、「海の命」や「村一番の漁師」という

言葉に着目できるようにする。これらの着目する言葉と叙述に

ある言葉を主体的に関連付けることを通して、太一が瀬の主

と遭遇したことを生涯だれにも話さなかった理由や物語にお

ける主題について読み進めることができるようにする。 

また、「海の命」という言葉に着目し、多面的に思考しながら

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時では、「もちろん、太一は生涯だれにも話さなかった。」

の一文に着目して、太一の心情を考えていく。この一文に着目

することで、「村一番の漁師」であり続けた太一の生き様に迫

っていく。さらに、この一文にある「もちろん」が有るのと無いの

とではどのような違いが出てくるのか、考えていく。 

最後は、文章全体を通して「海の命」という言葉に着目し、

この物語の主題に迫っていく。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、「個→グループ→個→全体」の流れで対話活動

を行う。自分の考えをしっかりもって対話活動をすることで自

分の考えを深めることができると考える。グループで情報共有

をした後に、自分の考えを再構築する時間を作る。これにより、

児童自身が自分の考えに自信をもち、活発な対話活動をする

ことができ、さらに自分の考えを深めるきっかけとすることがで

きるようにする。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

 単元を通して着目する言葉である「海の命」をキーワードとして読み進めていく。また、本時では「村一番の漁師」という言

葉にも着目する。この言葉に着目することで、太一が目指すことを決意した「村一番の漁師」とは何かを捉え、「海の命」と

いう題名が表しているものについて考えていく。 

（３）着目する言葉 

 

 

海
の
命 

                                          

海
の
命 

「
海
の
命
」
が
伝
え
た
い
こ
と
は
何
か
考
え
よ
う
。 

❶前時の「太一が瀬の主を殺さず

に済んだ理由」を想起する。 

❹音読する。 

（P.229 L6～L11） 

❷「単元を通して着目する言葉」と 

「本時で着目する言葉」を確認する。 

❸本時のめあてを確認する。 

❺太一が「生涯だれにも

話さなかった。」理由

を叙述やこれまでの

学習を基に考える。 

❻グループで情報交換後に、

全体共有をする。 

❼これまでの学習を想起し、

主題を考える。 

村
一
番
の
漁
師 

 

・太
一
は
、千
匹
に
一
匹
し
か
取
ら
な
い
か
ら
。 

・他
の
人
に
ク
エ
が
殺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
。 

・父
は
、二
メ
ー
ト
ル
あ
る
大
物
を
と
っ
て
も
自
慢
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
、 

 

尊
敬
す
る
父
の
よ
う
に
だ
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
か
ら
。 

・ク
エ
の
こ
と
を
周
り
の
人
に
話
し
て
、な
ぜ
殺
さ
な
か
っ
た
の
か
追
及
さ
れ
た
く 

な
か
っ
た
か
ら
。 

・村
一
番
の
漁
師
は
多
く
を
語
る
こ
と
は
し
な
い
と
太
一
は
思
っ
て
い
る
か
ら
。 

◎
「
海
の
命
」
が
伝
え
た
い
こ
と
は 

海
の
生
き
物
や
家
族
な
ど
、
海
に
生
き
る
す
べ
て
の
生
き
物
の
命
を
大
切
に 

守
り
、命
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
。 

 

❾本時の学習をまとめる。 
①（発言・ノート） 

①（交流・発言） 

６年１組 

❽グループで情報交換後に、

全体共有をする。 

 

め
あ
て 

 

 

ま
と
め 

 

太
一
は
、話
さ
な
い
こ
と
で
、 

村
一
番
の
漁
師
に
な
れ
る
と
考
え
た
か
ら
。 

◎
「
も
ち
ろ
ん
太
一
は
生
涯
だ
れ
に
も
話
さ
な
か
っ
た
。」
理
由
を
考
え
よ
う
。 

海 の 命 

 

村 一 番 の 漁 師 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

時 子どものころ 中学校を卒業する年の夏 弟子になって何年もたったある朝 瀬にもぐり続けて 

場所 海 父が死んだ瀬 海草のゆれる穴のおく 海底 

登場人物 太一 与吉じいさ 父 母 

場面 

出来事 水中でこときれていた 弟子 海に帰っていった 父の海にやって来た 瀬の主を殺さないで済んだ けっこん 

情景描写 「ぬれた金色の光…」 「海中に棒になって…」 「銀色にゆれる水面」 「魚がえらを動かすたび…」 等 

色彩表現 緑色の目 金色 銀色 青い 黒い 銀 

比喩 つえ 海に帰る 海で生きる ひとみは黒いしんじゅのよう 刃物のような歯 岩そのものが魚のよう 等 

人物像 

中心人物 太一：屈強な若者 たくましい背中 自由な世界 

対人物  父  ：たった一人でもぐる じまんすることなく 村一番のもぐり漁師 

 母  ：おそろしくて おだやかで 満ち足りた 

与吉じいさ：「海に自然に遊ばせてやりたくなっとる」 「千びきにいっぴきでいいんだ」 

心情 

人物の行動 

    気持ち 

 父  ：もぐり漁師 じまんすることもなく    与吉じいさ：一本づり 二十ぴき 

 母  ：悲しみ おだやか 満ち足りた 美しい 

太一：屈強な若者 興奮 冷静 追い求めてきた 本当の一人前の漁師 泣きそう ほほえみ あぶく えがお 等 

会話文  父  ：「海のめぐみだからなあ。」 与吉じいさ：「千びきに一ぴきでいいんだ。…ずっとこの海で生きていけるよ。」 

 母  ：「…いつ言い出すかと思うと、私はおそろしくて夜もねむれないよ。おまえの心の中が見えるようで。」 

太一：「ぼくは漁師になる。」 「心から感謝しております。」 「おとう、ここにおられたのですか。…」 等 

修飾語 たった 少しも なかなか 自然な いつものように はやばやと 不意に まぼろし おだやかな ふっと 等 

主題 海 海の命 村一番の漁師 

 

 

 

 【具体的な考え方】 

比較 類推、人物や場面の対比・つながり 

視点を変える 各登場人物の視点 

第６学年 国語科学習指導案 
単元名： 
 

 
教 材 名 ： 「 海 の 命 」 （ 光 村 図 書 ） 

日時：令和６年１月２６日（金）   授業者： 

場所：１階６年２組教室         児  童：第６学年２組 ３４名 

学びに向かう力、人間性等 

 

①登場人物の関係等に着目して自分の考えをまとめ、互いの考えを伝え合うことを通して、

すすんで自分の考えを広げようとする。 

知識及び技能 

 

①語句と語句との関係、語感や言葉の使い方に対する

感覚を意識して、語や語句を使うことができる。（（１）

オ） 

思考力、判断力、表現力等 

 

①文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の

考えを広げることができる。（C（１）カ） 

②人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現

の効果を考えたりすることができる。（C（１）エ） 

③文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを

まとめることができる。（C（１）オ） 

 
単元の目標 

 
考 え 方 

 
３ つ の 「 関連付 け 」 

〇これまでの読み方を生かして読む 

  物語の「設定」や「構造」を捉える読み方に加え、

各登場人物の「行動」「気持ち」「相互関係」を把握

するために、行動や気持ちの「変化」や「行動描写」

「情景描写」「比喩」等に着目した読み方も取り入れ

ていく。 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

 
評 価 規 準 

主体的に学習に取り組む態度 

①登場人物の関係等に着目して自分の考えをまとめ、

互いの考えを伝え合うことを通して、すすんで自分の

考えを広げようとしている。 

知識及び技能 

①語句と語句との関係、語感や言葉の使い方に対する

感覚を意識して、語や語句を使っている。（（１）オ） 

思考力、判断力、表現力 

①文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の

考えを広げている。（C（１）カ） 

②人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現

の効果を考えたりしている。（C（１）エ） 

③文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを

まとめている。（C（１）オ） 

 

 【第３次】  

第７～８時 

〇並行読書をしている立松和平の「いのち」シリーズについ

て紹介する POPをつくり、紹介し合うことができる。 

・これまでの読み方を生かし、POP作りをする。 

 【第２次】 

第２時 

〇物語の全体像を捉えることができる。 

・物語の「設定」や「構造」を確認する。 

・中心人物の変化した場面について考える。 

第３～４時 

〇太一に各登場人物がどのような影響を与えたのかを考える

ことができる。 

・「父」に関する叙述を基に、父の人物像について自分の考え

をまとめ、太一にどのような影響を与えたのかを考える。 

・「母」に関する叙述を基に、母の人物像について自分の考え

をまとめ、太一にどのような影響を与えたのかを考える。 

・「与吉じいさ」に関する叙述を基に、与吉じいさの人物像に

ついて自分の考えをまとめ、太一にどのような影響を与えた

のかを考える。 

第５時 

〇「瀬の主」と出会ったときの太一の心情を考えることができ

る。 

・表現の効果に着目して、太一の心情の変化を考える。 

第６時 

〇「海の命」について、自分の考えをまとめることができる。 

・「海の命」が表しているものについて、これまで読み進めたこ

とを基に考える。 

 【第１次】 

第１時 

〇「海の命」を読み、単元の見通しをもつことができる。 

・教材文を通読する。 ・読み取りマップを作成する。 

・単元の見通しをもつ（単元を通して着目する言葉）。 

①（発言・ノート） 

③（発言・ノート） 

単元を通して着目する言葉 

 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

〇単元を通して着目する言葉を中心とする 

  本教材は、中心人物の「海の命」に対する考えに

変化がある物語である。そのため、同じ人物や言葉

であっても、物語全体でどのように変化していったの

かを、周りの言葉と関連付けたり、他の登場人物の

会話文や描写等と関連付けたりして読み進めてい

く。このようにすることで、人物像を具体的に想像し

たり、物語の全体像を考えたりすることができる。 

 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

〇他者との交流を通して、自分の考えを広げていく 

自分の考えをもち、他者と交流することの必要感

をもたせてから交流をする。また、交流の際には、自

分の考えをよりよくするために、他者の考えを踏まえ

て考えを更新できるようにする。さらに、他者との議

論を通して、考えを検討することで、深い読みができ

るようにする。 

 
単元の指導と評価の計画 

全８時間 

〇：ねらい ・：学習活動 

①②（発言・ノート） 

③（POP） 

 
見方（着目する言葉） 

①（交流・発言） 

 海の命 

①（POP） ①（交流・発言） 



 

 

（１）本時のねらい 

・太一が瀬の主を殺さなかった理由を考え、太一の心情を具体的に想像したり、主題について考えたりすることができる。 

 

（２）働かせる「見方・考え方」 

・太一の海に対する考えが変化したことが分かる主題につながる言葉に着目し、 

瀬の主を殺さないで済んだ理由を人物や場面の変化と関連付けて類推する。 

 

 

（４）学習活動と指導の展開（○数字…学習活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時（全８時間扱いの第５時） 

見方 
考え方 

本時では、これまでの「着目する言葉」を生かしながら、読

み進めてくことができるようにする。物語文は中心人物が山場

やクライマックスを通して、心情が変化する構造である。このこ

とを踏まえ、本時の学習でクライマックスに迫る場面であること

に気付き、中心人物がどのように変化したのかを主体的に考

えることができるようにする。また、太一の心情がそのまま表れ

た言葉だけではなく、それを色で豊かに表現されている言葉

にも着目できるようにすることで、多様な視点で中心人物の心

情を捉えることができるようにする。 

①新しい知識（読み方）と既習の知識（読み方）の関連付け 

本時では、一つ一つの言葉に着目することがより大切であ

る。クライマックスの文にある「あぶく」の言葉に着目すること

で、太一の心情がより具体的に描写されていることに気付くこ

とができるようにする。また、クライマックスに次ぐ「殺さないで

済んだ」という言葉にも着目し、「殺さずに済んだ」という言葉

より太一の安堵感が表れていることに気付くことができるよう

にする。さらに、山場では瀬の主の呼び方がそれぞれちがう

が、太一の心情の揺れと関連していると考える。瀬の主だけに

焦点を当てるのではなく、あくまでも太一が瀬の主を「殺さな

いで済んだ」理由を考えることを通して、主題につながる言葉

である「海の命」を読み解くことができるようにする。 

②言葉（叙述）と言葉（叙述）の関連付け 

本時では、個の学びと全体の学びを往還できるようにする。

授業の最後に自分の考えをもつことができるように、授業を通

して試行錯誤しながら考えを更新することができるようにする。

そのために、個の学びで疑問に思ったこと、分からなかったこと

をグループや全体の場で共有し、解決に迫ることを繰り返す。

このようにすることで、自分の考えを明確にすることができる。 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈）との関連付け 

本時では「海の命」「村一番の漁師」という言葉に着目する。太一が「本当の一人前の漁師」になるために「とらなけれ

ば」という考えから、「村一番の漁師」であるために「殺さない」という考えに変化している場面である。本時で「太一はな

ぜ、瀬の主を殺さなかったのかを考えよう。」を追究する中で、「村一番の漁師」を目指した太一の姿に気付き、「大魚はこ

の海の命だと思えた。」という文と関連付け、主題につながる言葉である「海の命」に着目して考えることができるようにす

る。 

（３）着目する言葉 

  

 

海
の
命 

                                         

海
の
命 

太
一
は
な
ぜ
、瀬
の
主
を
殺
さ
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
よ
う
。 

全
く
動
こ
う
と
し
な
い 

見
て
い
た 

お
だ
や
か
な
目 

❸前時の学習をもとに、 

太一の瀬の主への思いを確認する。 

❶「単元を通して着目する

言葉」と「本時で着目す

る言葉」を確認する。 

❷本時のめあて 

を確認する。 

❺瀬の主への気持ちの変化

を考える。 

❻太一がどのような漁師に変化したのかを考える。 
❹音読をする。 

（P.228L5～P.229L4） 

❼ペアで交流する。 

村
一
番
の
漁
師 

瀬
の
主
と
の
出
会
い 

村
一
番
の
も
ぐ
り
漁
師
だ
っ
た
父

を
破
っ
た
瀬
の
主
か
も
し
れ
な
い
。 

自
分
に
殺
さ
れ
た
が
っ
て
い
る 

本
当
の
一
人
前
の
漁
師
に
な
れ
な
い 

泣
き
そ
う
に 

水
の
中
で
太
一
は
ふ
っ
と
ほ
ほ
え
み
、口
か
ら
銀
の
あ
ぶ
く
を
出
し
た
。 

え
が
お 

殺
さ
な
い
で
済
ん
だ
の
だ
。 

❽グループで交流する。 ❾全体で交流する。 

➓本時の学習をまとめる。 

本
当
の
一
人
前
の
漁
師 

村
一
番
の
漁
師 

海
の
命 

「
千
び
き
に
一
ぴ
き
で
い
い
ん
だ
。」 

与吉じいさの教え 

・
必
要
な
分
だ
け
を
と
る
漁
師
が
「
村
一

番
の
漁
師
」
だ
と
考
え
た
か
ら
。 

・
瀬
の
主
を
殺
す
こ
と
は
、
与
吉
じ
い
さ
の

教
え
と
ち
が
う
か
ら
。 

・
瀬
の
主
を
殺
す
こ
と
は
、
命
を
い
た
だ
く

こ
と
と
ち
が
う
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
。 

②（発言・ノート） 

①（交流・発言） 

６年２組 

 

め
あ
て 

  

ま
と
め 

 太
一
は
、村
一
番
の
漁
師
と
な
る
た
め
に
、 

瀬
の
主
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
か
ら
。 

海 の 命 

 

村 一 番 の 漁 師 

 


